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P.13 地域共生や健康・福祉を考える一日

P.2 市長新年あいさつ

P.12 簡単にできる「5R」を実践しよう

伝統をつなぐ輪P.4 特集



辰

市長新年あいさつ

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
あけましておめでとうございます

市
長
と
し
て
３
期
目
を
迎
え
た
昨
年
は
、

物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る
１
年
で
し

た
。皆
さ
ん
の
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、さ

き
め
し
い
こ
ま
＋
プ
ラ
ス
　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、市
内
の
医
療
機
関・
福
祉
事
業
者
へ
の
給

付
金
支
給
、公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
金

交
付
な
ど
、本
市
独
自
の
施
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
、「
自
分
た
ち
の
日

常
は
、自
分
た
ち
の
手
で
豊
か
に
し
よ

う
」と
思
う
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、彩
り
あ
る
多
様

な
活
動
と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
続
け
ま
し
た
。

ま
た
、職
住
近
接
の
実
現
に
向
け
て
市
が
実
施

す
る
創
業
セ
ミ
ナ
ー
は
市
内
外
か
ら
１
３
０

人
が
受
講
し
、共
同
体
験
農
園
で
半
年
間
野

菜
作
り
を
学
ぶ「
い
こ
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
」に
も
定
員
の
３
～
５
倍
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。生
駒
で
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
し

よ
う
と
す
る
意
志
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま

す
。昨

年
は
、子
育
て・
教
育
環
境
の
良
さ
を

強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、子
ど
も
医

療
費
助
成
の
対
象
を
18
歳
ま
で
に
拡
大
し
、就

学
前
児
童
は
無
償
化
。学
校
教
育
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
、主
体
性
を
養
い
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
う
学
び
を
進
め
ま
し
た
。南
小・

中
学
校
で
は
校
舎
建
て
替
え
に
向
け
、地
域
の

皆
さ
ん
と
丁
寧
に
対
話
し
て
方
向
性
を
検
討

し
て
い
ま
す
。他
に
も
既
存
住
宅
地
を
対
象
に

し
た
脱
炭
素
の
取
組
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
と

い
っ
た
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
年
も
、将
来
都
市
像「
自
分
ら
し
く
輝

け
る
ス
テ
ー
ジ
」の
実
現
に
向
け
て
、よ
り
多
様

で
豊
か
な
暮
ら
し
が
叶
う
ま
ち
へ
と
進
化
す
る

施
策
を
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

柱
の
一
つ
は
、ま
ち
の
拠
点
形
成
と
経
済

の
活
性
化
で
す
。近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
の
包
括
連
携
協
定
も
生

か
し
、消
費
者
や
働
き
手
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

エ
リ
ア
を
創
出
し
ま
す
。ま
た
、生
駒
駅
南
口

を
含
む
生
駒
駅
周
辺
地
域
で
は「
居
心
地
が
良

く
、歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
公
民
連
携
で
推
進
。学
研
高
山
地

区
第
２
工
区
は
、先
行
個
別
地
区
で
あ
る
学

研
高
山
地
区
南
エ
リ
ア
で
準
備
組
合
を
設
立

す
る
と
と
も
に
、次
の
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
で
す
。買
い
物
や
健
康
づ
く

り
な
ど
地
域
に
必
要
な
活
動
を
自
律
的
に
生

生
駒
市
長　

小
紫
雅
史

む「
ま
ち
の
え
き
」づ
く
り
を
は
じ
め
、市
長
就

任
以
来
、一
貫
し
て
人
と
人
の
関
係
性
づ
く
り

と
地
域
参
画
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。10
月
に
は
全
国
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
も
予
定

し
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス

も
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、全
て
の
世
代
や
主

体
の
協
創
に
よ
る
、ま
ち
づ
く
り
を
加
速
し
ま

す
。暮

ら
す
価
値
の
あ
る
ま
ち
」と
い
う
都
市

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
、ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
年

が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、す
ば
ら
し
い
1
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「



今月の表紙

妹と恋人の幸せを祈って猿回しをする
与次郎（右）と、相棒の女猿です。乙

おと

田
だ

（現・萩の台）には、古くからさまざまな
物語を演じた人形や衣装などが、地域
の皆さんの手で受け継がれています。

CONTENTS
2024年1月5日㈮発行

点字と声による「いこまち」も発行し
ています。詳しくは障がい福祉課（内
線7261）へ

連載コーナー

P.32 ようこそ図書館へ

P.30 子育てひろば・健診・講習会

街人探訪P.35

「ちがい」を知ろう・楽しもう、生駒市立病院のお仕事図鑑

読者の声、編集後記
P.36

P.34

まちのアルバム、バスでまちぶら

消費生活 暮らしのQ&A、Rediscover IKOMA ～生駒再発見～

広報担当者が見つけた「生駒の冬」

P.33

特別企画 とびっきりの「笑顔写真」が集まりましたP.37
多様性を認め合い、つながり

個人が尊重される共生社会の実現
毎月11日は「人権を確かめあう日」

数字で見るまちの動き

人口

◇ 令和5年12月1日現在。外国人を含
む。（　）内は前月との比較

人口総数▶117,295人（＋28）
世帯数▶51,617（＋56）
14歳以下▶15,019人（－3）
15～64歳▶67,764人（＋23）
65歳以上▶34,512人（＋8）

交通事故

◇ 令和5年12月1日現在。数字は令和 
5年1月からの累計（概数）で、（　）
内は前年同期の増減数

発生数▶2,283（＋55）
人身事故▶159（－11）
死者▶3（＋3）
物損事故▶2,124（＋66)

火災・救急・救助
火災▶22（＋11）
救急▶5,071（－44）
救助▶70（+1)
◇ 令和5年11月末日現在。数字は令

和5年1月からの累計で、（　）内は
前年同期の増減数

-火を消して 不安を消して つなぐ未来-

P.4 特集 伝統をつなぐ輪

P.2 市長新年あいさつ

お知らせ

P.15 生駒駅南口のまちづくり
勉強会「イコミナラボ」

P.18 自 然の中で親 子で楽しも
う！いこま山ともっと

P.19 R
ら

AK
く

U-R
ら

AK
く

Uはうす
うたごえ脳トレひろば

P.12 「メルカリエコボックス」で
リユースの促進を

P.14 エンディングノート
（生駒市版）を作成中

P.20 第15回 らら♪まつり

P.21 上手な気持ちの伝え方
「アサーティブ講座」

生駒市社会福祉協議会
専任手話通訳者の募集

P.22

確定申告は期限内にP.28

公開講座
「精神疾患を知る！」

P.23

「関係なさそう」は危険です
慢性腎臓病予防講演会

P.24

あなたの一票で決まる
「市民推薦」職員表彰

P.25

市L
ラ イ ン
INE公式アカウントで募集したところ、36件の応募がありま

した。紙面で掲載できなかった抱負などは、市ホームペー
ジ（右記QRコード）に掲載中です。

3　2024.1月号　いこまち



2024.1月号　いこまち　4

乙お
と
田だ

の
村
人
が
守
っ
て
き
た
宝

　　

三
味
線
に
合
わ
せ
て
、義
理
と

人
情
で
揺
れ
動
く
人
物
を
義
太
夫

が
語
る「
浄
瑠
璃
」。そ
れ
を
人
形

で
演
じ
た
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎

な
ど
を
村
人
の
手
で
行
う
、「
村
芝

居
」を
楽
し
ん
で
き
た
地
域
が
本
市

に
も
あ
り
ま
し
た
。乙
田
村（
現・萩

の
台
）で
す
。か
つ
て
使
わ
れ
た
人

形
や
舞
台
の
道
具
は
、地
元
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
た
い
せ
つ
に
守
り
継
が

れ
、今
も
そ
の
姿
を
保
ち
ま
す
。総

数
2
1
4
点
、本
市
唯
一
の
奈
良

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

　

江
戸
や
大お

お

坂さ
か
の
一
大
娯
楽
で
あ

っ
た
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
。１
８
０
０

年
頃
、「
村
の
み
ん
な
で
楽
し
も
う
」

と
役
者
を
呼
ん
で
演
技
の
技
術
を

学
び
、舞
台
を
設
け
て
自
ら
公
演
し

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。村
内
は
も
ち
ろ
ん
、近
隣
の
村

か
ら
も
観
客
が
訪
れ
、村
芝
居
は

1
9
5
4
年
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
保
存

　
公
演
が
途
絶
え
て
か
ら
18
年
。あ

る
日
、一
軒
の
家
か
ら
人
形
の
頭
が

出
て
き
ま
し
た
。か
つ
て
村
芝
居
を

し
て
い
た
一
員
、井
上
孫ま

ご

市い
ち
さ
ん

は
、周
囲
に
熱
心
に
呼
び
か
け
人
形

を
補
修
。着
物
は
近
所
の
家
か
ら

　地元のお祭りや、その地域でしか見られない風習など。地元の人たち
の手で守り継がれてきたものが本市にはたくさんあります。そんな地域の

「伝統」を紹介します。 問生涯学習課（☎0743-74-1111、内線3720）

伝統をつなぐ

特集

11

223344

55
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布
を
集
め
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。そ

れ
ら
を
適
切
に
保
存・
管
理
す
る
た

め
、自
治
会
の
ク
ラ
ブ
と
し
て「
文

化
財
保
存
会（
以
下
、保
存
会
）」を

結
成
。資
料
を
保
管
す
る「
萩
の
台

文
化
財
保
存
館（
以
下
、保
存
館
）」

も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。保
存
館
は
地

元
の
大
工
や
会
員
な
ど
の
手
づ
く

り
。保
存
会
に
は
地
元
の
歴
史
を
熟

知
し
た
人
が
代
々
集
ま
っ
て
、昔
の

文
化
を
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

自
治
会
で
地
域
の
歴
史
を
保
存
す

る
施
設
を
保
有
し
て
い
る
例
は
珍

し
く
、県
内
で
は
唯
一
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

萩の台文化財保存館

　萩の台文化財保存会が運営する資料館です。萩の台の
民家から見つかった、さまざまな資料が保管されていま
す。1階は千

せん
歯
ば

扱
こ

きや唐
とう

箕
み

などといった農機具などの民具
を、2階には人形浄瑠璃や芝居の資料を展示しています

（見学は要予約）。
▷▷ ところ　萩の台1082（萩の台駅から徒歩約10分。駐

車場はありません）
▷▷費用　無料
▷▷申込み・・問合せ　生涯学習課（内線3720）

安井宏一さん
萩の台文化財保存会会長

保存会会員

中谷八
や

榮
え

子
こ

さん

私たちの今があるのは昔の
人たちのおかげ。昔の技術
や文化など、歴史を知るこ
とはたいせつです。時代が
変われば興 味も変わりま
す。形あるものを捨てるので
はなく預かって適切に保管
し、後世に伝えたいと思っ
ています。

人形浄瑠璃の保存に携わる皆さん
「保存すること」について聞きました

かつて村人が楽しんでいた
人形浄瑠璃を演じられる人
は、今はいません。だから、
資料を後世に伝えていくこ
とをたいせつにしています。
資料が痛まないように湿度
や室 温を交 代で管 理した
り、地域の歴史調査・研究
などもしたりしています。

萩の台文化財保存館の
パンフレットが新しくなりました
生 涯 学 習 課や生 駒ふるさとミ 
ュージアムで配布している他、市
ホームページでも閲覧できます。

パ
ン

フレットはこち
ら

66

77

①萩の台文化財保存館に並んだ人形②夫婦の愛とあだ討ち
を描いた物語「箱根霊験 躄

いざりの
仇
あだ

討
うち

」から、飯沼勝五郎の頭
かしら

③
②の勝五郎の妻、初花の頭④すれ違う男女の悲恋の物語「生

しょう

写
うつし

朝顔話」から、駒沢次郎左衛門（宮城阿曽衛門）の頭⑤浄
瑠璃本（台本）⑥人形が使う衣装や小道具。衣装や小道具を
使い分けることで、一つの人形をさまざまな演目に使用して
いました⑦太夫（語り。左）と三味線弾きの衣装。館内には、
人形浄瑠璃以外の芝居資料も展示しています
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うちの伝統
の輪

お月見泥棒
子どもの「泥棒」が福を呼ぶ

炎を上げて幸せを祈る

大とんど

日本各地で中秋の名月に行われる行事です。子どもたち
は月からの使者と考えられており、家の前に置かれたお供
えや、お菓子（昔は団子）を、この日だけは「泥棒」すること
が許されていました。本市では上町や高山などで古くから
行われています。

毎年1月に竹を円錐型に組み、火をつけて燃
やします。無病息災・五穀豊穣などを祈願す
る冬の行事で、高山や西菜畑など、多くの地
域で実施されています。西畑町では昔から実
施されていたものの、40年ほど中断。昔の風
習を引き継ぐため、ボランティア団体いこま
棚田クラブといっしょに、棚田の景観を守る
取組の一環で、約20年前から再開しました。

棚田を守る会会
長の橋本勝さん
西畑では、書初め
を燃やすと、字が
上 手になる言い
伝えがあります。

また、とんどの火で餅を焼き、食べる
ときに一口だけちぎり、「蚊の口も焼
け焼け、アブの口も焼け焼け」という
言葉といっしょに投げ入れる風習も。
蚊やアブに刺されなくなるといいま
す。地域の皆さんが集まる行事です。

①西畑町の棚田で行われた、とん
ど②注

し
連
め

縄
なわ

や門松を、とんどで燃
やすと正月に来た神様が天に帰
れるといういわれがあります

①夕暮れ時の住宅街で、お菓子を置いている家を見つ
けると駆け寄る子どもたち②お菓子の種類は駄菓子や
ジュース、洋菓子など多岐にわたりました③どのお菓子
をもらうか悩む目つきは真剣そのもの

11

11

22

22

33
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特集特集

雨を降らせる神様ジョウさん

伝統をつなぐ伝統をつなぐ

古くから火難・水難除け・土地の災難除けの守護神として、現在
は家内安全や「除災招福」などの守護神として信仰されています。
手入れをするのは地域の皆さん。毎月交代制で掃除し、花を替え、
洗ったお米を供え、たいせつに守っています。秋の彼岸頃に、高山
町芝の山田垣

かい
内
と

内の住民で「道作り（清掃など周辺の道を整備）」
を実施。その後、ジョウさんの前で集まりお神

み
酒
き

で喉を潤し、集会
所で「直

なお
会
らい
（供物をいただく宴会）」をします。近くには、生駒ゆかり

の修験者・役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

の像や「高山新八十八ヶ所（四国八十八所霊場
を模したもの）」の一つ、弘法大師像も祀

まつ
っています。

①ジョウさん。宅地造成のために移設され、今の地へ②
「高山新八十八ヶ所」の第49番龍王之峰の弘法大師
③西光寺の門前手前にあります（高山町7794）

芝自治会会長の岡田章
しょう

嗣
じ

さん(右）、
高山文化研究会の染岡政明さん
高山は雨が少ない地域。川より高い位置にあり、雨
が降らない芝地区では、農業用水が不足しがちで
す。そのため、ジョウさんに、雨が降るよう昔から
祈っていました。地域に馴染み深い神様ですね。

地域で毎日たいせつにお世話金
きん

法
ぽう

寺
じ

山崎町内にある安
あん

養
よう

寺の末寺。聖
徳太子の孫である弓

ゆ
削
げ

皇
おう

子
じ

が建て
たとされています。堂内にはお身丈
2ｍもある本尊の阿弥陀如来座像
が鎮座し、地域の当番が毎日「オッ
パン（炊いたご飯とお茶と水）」を
供えます。また、「金法寺講」と呼ば
れる集まりの皆さんが、毎月15日
にお参りし、念仏を唱えて花をお
供えされます。毎年3月15日に開
催される、お釈迦様の命日である
涅
ね

槃
はん

会
え

や、8月中旬に開催される
地蔵盆・夏祭りは、地域の皆さんが
集まる行事です。

（左から）藤田幸二さん、西本浩
三さん、山崎自治会会長の岡田
信男さん
涅槃会には50人ほどが参拝。
阿弥陀様にお供えをします。
地蔵盆・夏祭りではゲームコー
ナーもあり、子どもたちの良い
思い出作りの場になっていま
す。古くから住む人も新しい人
も、みんなでたいせつに守って
いる場所です。

①阿弥陀如来座像。普段は扉を閉じていますが、涅槃
会と地蔵盆で公開されます②山崎町自治会館横にあ
ります（山崎町8）③毎朝供えられる「オッパン」

みんなの健康を見守る西菜畑薬師堂
医学が発達していない時代、病にかかると、治すには「祈る」しかあ
りませんでした。そんなときに、地域の人々がお参りしたのが薬師
堂の薬師如来様です。西菜畑に住む一家が代々、お堂や参道の整
備などを続けてきましたが、子どもたちは県外へ。守り手がいなくな
るのを心配し、お堂を守り続けるために自治会へ相談したところ、

「地域のたいせつな薬師さんをみんなで守ろう」と、自治会で守り
継ぐことになりました。毎年7月には「一

いち
仏
ぶつ

奉
ほう

納
のう

」として、地域の健
康を祈る念仏をあげ、その後参加した人たちで直会。子どもも参加
し、お菓子などを食べます。

西菜畑自治会会長の稲葉好勝さん
鬼取町の峰の薬師、北新町の枯木薬師堂と並ぶ、生駒
の「三大薬師」のうちの一つといわれている、地域の宝
です。地域の健康を見守り続けてきてくれました。自
治会で参道やお堂の整備をすることは、地域の皆さん
の交流の場にもなっています。

①西菜畑町の奥、健脚の人向けの道です②薬師堂裏
手にある、天馬に乗った薬師如来が降り立った馬蹄跡

（手前）と足跡（奥）が残る石③薬師堂への手作り看板

11

11

11
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22

22

33

33

33
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　昔と比べて人々の暮らしは大きく変わり、
担い手や関心を寄せる人が減りました。その
変化に挑む姿を紹介します。

座の一員で、祖父から役が回ってきて参加
しました。草に触ることすらあまりなく、
注連縄作りももちろん初めて。作業は難
しくてベテランの山本さんのようにいきま
せんでしたが、完成して高山八幡宮に掛
けられた注連縄を見ると、うれしかったで
す。地元の伝統に触れられる、貴重な経験
でした。

注連縄作りに参加した中岡陽希さん▶

拝殿や手水舎などに掛けられた注連縄▶

　生駒市指定無形民俗文化財の高山八幡宮の宮座行
事が行われる前に付け替えられる注連縄。拝殿や手

て
水
みず

舎
しゃ

、舞殿など、鳥居以外に掛けられた注連縄は、地域に
住む奥田庄作さんが一人で担っていました。奥田さん
が昨年に逝去し、「誰が作るか」という問題が発生。今年
は、毎年自宅に飾る注連縄を作っていた農家の山本利

とし

昭
あき

さんに声が掛かりました。
　山本さんの指導で、「宮座

ざ
（神社の氏子集団）」の皆さ

ん（窪田暁
さとる

、中岡陽
はる

希
き

、山中福男、吉川均
ひとし

、奥田善信、長
谷薫 敬称略）が注連縄作りに挑戦。使うのは、収穫した
もち米のわらです。わらを叩いて柔らかくし、余分なもの
を取り除く「しび抜き」をし、束ね合わせた2本をねじり、
さらに一本を加えて完成です。注連縄の長さは延べ70m
に。6名の共同作業により二日で完成させました。

高山八幡宮-高山八幡宮-注注
しし

連連
めめ

縄縄
なわなわ

作り-作り-

受け継ぐこと

続ける輪

昔と比べて注連縄を作る家も飾る家も減昔と比べて注連縄を作る家も飾る家も減
り、神社は縁遠くなったように思います。り、神社は縁遠くなったように思います。
注連縄の風習を残すきっかけとして、いっ注連縄の風習を残すきっかけとして、いっ
しょに作った皆さんに、「今年の注連縄をしょに作った皆さんに、「今年の注連縄を
作ってみては」と声を掛けました。習わし作ってみては」と声を掛けました。習わし
は一度やめたら復活しにくい。近所の子は一度やめたら復活しにくい。近所の子
どもたちに作り方を教え、注連縄のことをどもたちに作り方を教え、注連縄のことを
知ってもらう活動もしています。知ってもらう活動もしています。

消
え
ゆ
く
も
の
、残
す
こ
と

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
消
え
た

習
俗（
習
慣
や
風
俗
）や
文
化
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。そ
の
一
例
が「
講
」

で
す
。昔
、伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る

に
は
多
く
の
時
間
と
費
用
が
必
要

で
し
た
。そ
の
た
め
、「
伊
勢
講
」と

呼
ば
れ
る
集
団
を
結
成
し
て
、代
表

の
一
人
が
参
拝
す
る
と
い
う
習
俗

が
あ
っ
た
の
で
す
。「
講
」は
信
仰
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、親
睦
を
深
め

た
り
、情
報
交
換
し
た
り
、地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
い

う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、「
講
」の
習
俗
を
続
け
る
地
域
は

数
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。習
俗
と

と
も
に
、地
域
の
つ
な
が
り
も
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
残
す
こ
と

は
重
要
で
す
。特
に
習
俗
や
行
事
な

ど
形
が
な
い
も
の
は
、続
け
る
人
が

い
な
く
な
る
と
消
え
て
し
ま
う
。こ

れ
ら
は
一
度
消
え
る
と
、再
開
す
る

の
は
困
難
で
す
。皆
さ
ん
の
地
域
に

残
る
文
化
や
遺
産
は
、自
分
が
住
む

地
域
を
理
解
す
る
う
え
で
た
い
せ

つ
な
も
の
。ま
ず
地
域
の
歴
史・
文

化
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

今
あ
る
も
の
だ
け
で
も
続
け
て
も
ら

え
た
ら
、う
れ
し
い
で
す
。

　地元の歴史や伝統を知り、守り
継いでいくことが私たちにとって
どうたいせつなのか。今木義法さ
んに聞きました。

生駒市文化財保護審議会会
長、生駒民俗会会長。本市の
歴史に造

ぞう

詣
けい

が深い。

今
いま

木
ぎ

 義
よし

法
のり

◀注連縄作りを指導した山本利昭さん
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　奈良県指定無形民俗文化財の火祭り。大松明に使わ
れる麦は、西畑町の棚田で作られています。麦の種をま
くのは、火祭り保存会の皆さん。今年の種まきには、会員
ではない太田奈美さんも参加しました。太田さんは、麦
畑の世話をしていた北村さんの娘さんの友人で、有里町
で民宿を営んでいます。「生駒に来た観光客の皆さんの
印象に残るものの一つが、棚田の風景だそうです。私も、
棚田を守りたいと思っていました」という太田さん。北
村さんが逝去し、麦畑を今後どうしていこうかと悩む姿
を見て参加したと言います。
　作業は1時間ほどで終了。会長の上

うえ
埜
の

作
さく

治
じ

さんは「火
祭りも麦作りも、継ぐ人が減ってきています。でも、たい
せつなものだから、続いてほしいです」と話していまし
た。麦は5月下旬に収穫。翌年の火祭りで使われます。

往往
いこまい こ ま

馬馬大社-大社-松松
たいたい

明明
まつまつ

の麦作り-の麦作り-

①和気あいあいと作業が進みま
す②往馬大社の宮司によるお清
めの儀式を経て、種まきが始まり
ます③背が高く、実りの少ない品
種を使用④種をまき、たい肥と肥
料を被せて発芽を待ちます⑤作
業した皆さん。作業の後はみんな
で食事を楽しみます

地
域
を
知
る
た
い
せ
つ
さ

　

25
年
前
、私
は
市
内
で「
歴
史
と

文
化
」と
い
う
講
座
の
講
師
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
い
た

だ
い
た
、参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
た
い
せ
つ
に
し
な
い
社

会
に
は
、明
る
い
未
来
は
な
い
」

　

県
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
若

い
お
母
さ
ん
で
、子
ど
も
た
ち
に
生

駒
の
歴
史
や
文
化
を
教
え
る
た
め

に
講
座
に
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

私
も
彼
女
と
同
じ
考
え
で
、「
住

み
良
い
ま
ち
」に
は
イ
ン
フ
ラ
や
福

祉
、教
育
な
ど
の
充
実
と
と
も
に
、

住
民
が
自
身
の
地
域
の
歴
史
や
文

化
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。生
駒
に

も
、は
で
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、数

多
く
の
す
ば
ら
し
い
文
化
遺
産
が

存
在
し
て
い
ま
す
。例
と
し
て
、高

名
な
僧・
行
基
の
墓
が
あ
り
ま
す

が
、行
基
の
墓
が
市
内
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
が
実
情

で
す
。身
近
な
地
域
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
だ
と
感
じ
て
く

れ
る
人
が
、も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

特集特集 伝統をつなぐ伝統をつなぐ

11

22 33

44 55

図書館×いこまち連動企画

　地元の文化や風習、生駒の歴史などが分かる本を多
数展示します。
▷▷とき・ところ　1月5日㈮～2月1日㈭、図書館本館
▷▷問合せ　図書館本館（☎0743-75-5000）

伝統をつなぐ輪



と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、た
だ

住
む
だ
け
で
な
く
、自
分
の
夢
を
実
現
し
た
い
方

や
、地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う

声
が
す
ご
く
多
か
っ
た
ん
で
す
。そ
う
い
う
想
い

を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、何
か
お
手
伝
い
で
き
れ
ば

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
駒
市
は
閑
静
な
住
環
境
を
重
視
し
た
エ
リ

ア
が
多
く
、住
宅
以
外
の
目
的
で
空
き
家
を
活
用

す
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。一
般
的

な
空
き
家
バ
ン
ク
の
よ
う
に
機
械
的
に
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
の
で
は
な
く
、生
駒
ら
し
い
や
り
方
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、“
想
い
”を
軸
に
恋

文
不
動
産
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

初
年
度
と
な
っ
た
令
和
４
年
度
は
3
軒

の
空
き
家
で
見
学
会
を
開
き
、合
計
10
名
が

参
加
。家
主
と
参
加
者
が
想
い
を
交
わ
し
合

う
姿
に
手
応
え
は
感
じ
た
も
の
の
、や
は
り

条
件
面
で
難
し
さ
が
あ
り
、す
ぐ
に
は
マ
ッ

　

あ
な
た
は
、自
分
の
ま
ち
に
活
動
拠
点
が

あ
り
ま
す
か
。や
り
た
い
こ
と
を
叶
え
る
た

め
の
場
所
が
ほ
し
い
け
れ
ど
、い
い
物
件
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。今
回
紹
介
す
る
の
は
、そ
う

い
っ
た
悩
み
を
持
つ
人
と
地
域
の
空
き
家
所

有
者
の“
想
い
”を
つ
な
ぎ
、場
づ
く
り
に
寄

り
添
っ
て
い
く
試
み
で
す
。

　

生
駒
市
は
今
、近
い
将
来
に
急
増
す
る
で

あ
ろ
う
空
き
家
の
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
新
た
に
始
ま
っ
た
の
が
、空
き
家

を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
想
い
を
つ

な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
恋
文
不
動
産
」。一

体
ど
ん
な
取
り
組
み
な
の
で
し
ょ
う
。

空
き
家
所
有
者
と
活
用
し
た
い
人
の

想
い
を
つ
な
げ
る
恋
文
不
動
産
と
は
？

　

恋
文
不
動
産
は
、「
愛
着
あ
る
家
を
気
に

入
っ
た
人
に
使
っ
て
ほ
し
い
」「
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
想
い
を
持
つ

空
き
家
所
有
者
と
、「
活
動
の
場
を
つ
く
り
、

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」「
引
っ
越
し
を
機
に

何
か
を
は
じ
め
て
み
た
い
」と
い
う
想
い
を
持

つ
未
来
の
借
り
主
を
、生
駒
市
が
間
に
入
り
、

つ
な
い
で
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　
恋
文
不
動
産
は
ど
の
よ

う
に
誕
生
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。住
宅
政
策
室
の
金か

な

丸ま
る

彰
吾
さ
ん
に
聞
き
ま
し

た
。

金
丸
さ
ん
：
月
に
数
件
ほ

ど「
空
き
家
を
探
し
て
い
る
」

　本市は新しい一歩を踏み出したり、チャレンジを応援したりする人たちの小さなアクショ
ンをつなぎ、共感と協力で次世代の住宅都市へと成熟することを目指しています。W

ウ ェ ブ
ebマ

ガジン「g
グ リ ー ン ズ
reenz.jp」に掲載された「恋文不動産」に関する記事を一部抜粋して紹介します。

問広報広聴課（☎0743-74-1111、内線4220）

大
たい

切
せつ

にしてきた家が、
誰かの夢を叶

かな

える場所になる。 関わる人の“想い”を交わしながら
空き家の家主と活用者をつなぐ
生駒市の「恋文不動産」とは？

見学会の会場は、間口の広い大きな母屋。左端の壁の棟は、
かつて鍛冶屋・鉄工所として使われていました



チ
ン
グ
に
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
か
。そ
の
た

め
令
和
５
年
度
は
比
較
的
活
用
の
幅
が
広

い
2
軒
に
絞
り
、見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、築
80
年
超

え
の
平
屋
の
物
件
見
学
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。

築
80
年
超
え
の
平
屋
で
開
か
れ
た
、家

主
と
参
加
者
が
想
い
を
交
わ
す
見
学
会

　

見
学
会
は
8
月
下
旬
に
南
生
駒
駅
近
く

の
小
瀬
町
の
平
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小

瀬
町
は
江
戸
時
代
は
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

ま
ち
。訪
れ
た
平
屋
は
旧
街
道
沿
い
に
あ
り
、

向
か
い
側
の
家
も
か
つ
て
は
宿
屋
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

ま
ず
は
全
員
の
自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー

ト
。ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
を
考
え
て
い
る

人
、日
本
文
化

を
発
信
す
る
ギ 

ャ
ラ
リ
ー
を
し

た
い
人
、染せ

ん

織し
ょ
く

を

体
験
で
き
る
工

房
を
つ
く
り
た

い
人
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
想
い
を

も
つ
6
組
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、家
主
や
建
築
士
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。家
主
で
あ
る
下
西
さ
ん
ご

夫
妻（
啓
次
さ
ん
と
妻
の
美
和
さ
ん
）が
こ
の

家
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

下
西
さ
ん
か
ら
は
、「
今
後
住
む
予
定
は

な
い
け
れ
ど
、手
放
す
つ
も
り
は
な
い
の
で
大た

い

切せ
つ
に
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
」「
家
業
は
鍛
冶
屋

か
ら
始
ま
り
、鉄
工
所
、工
務
店
と
展
開
し

て
い
っ
た
」「
本
家
で
あ
り
、多
い
時
は
職
人

さ
ん
を
含
め
て
14
人
で
住
ん
で
い
た
」「
に
ぎ

や
か
な
場
所
だ
っ
た
の
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ

使
っ
て
も
ら
え
た
ら
」な
ど
、下
西
邸
の
歴
史

や
家
へ
の
想
い
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、下
西
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
母
屋
の

各
部
屋
や
中
庭
、離
れ
、屋
根
裏
、屋
上
な
ど

を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
か
ら
は「
思
っ
た
以
上
に
広

い
！
」「
し
っ
か
り
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
か

ら
き
れ
い
！
」「
建
具
が
美
し
す
ぎ
る
！
」と

い
っ
た
感
動
の
声
や
、「
自
分
だ
け
で
は
持
て

余
し
て
し
ま
う
の
で
、み
ん
な
で
借
り
ま
せ

ん
？
」と
、共
同
利
用
の
ア
イ
デ
ア
ま
で
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

恋
文
不
動
産
の
参
加
者
な
ら
、

大
事
に
扱
っ
て
く
れ
そ
う

啓
次
さ
ん
：
商
売
だ
け
を
目
指
し
て
い
る
人
ば

か
り
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
実
際
は
ぜ
ん
ぜ
ん

違
っ
て
。自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
通
じ
て
い
ろ

ん
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
、こ
う
い
う
人

た
ち
な
ら
大
事
に
こ
の
家
を
使
っ
て
く
れ
そ
う
で

す
ね
。

美
和
さ
ん
：
お
願
い
し
て
良
か
っ
た
で
す
。こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
な

か
っ
た
し
、み
な
さ
ん
本
当
に
真
剣
で
熱
い
想
い

を
も
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、で
き
る
こ
と
な
ら
全
員

に
借
り
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、よ
り
よ
い
活
用
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く

　

今
後
の
展
開
を
お
聞
き
す
る
と
、金
丸
さ

ん
は「
マ
ッ
チ
ン
グ
実
現
の
た
め
に
、な
ん
と

か
し
て
お
互
い
の
想
い
を
つ
な
い
で
い
き
た

い
」と
語
り
ま
す
。

金
丸
さ
ん
：
こ
れ
ま
で
、累
計
２
０
０
名
以
上

の
空
き
家
所
有
者
に
、悩
み
を
聞
く
な
ど
し
て
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、空
き
家
を
活

用
し
た
い
人
の
話
を
聞
く
と「
自
分
た
ち
行
政
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
お
手
伝
い
が
あ
る
」っ
て
強
く

思
え
る
ん
で
す
。

　

現
在
は
、今
回
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
な
か
っ

た
参
加
者
の
や
り
た
い
想
い
を
見
え
る
化

し
、別
の
空
き
家
所
有
者
に
届
け
る
こ
と
で
、

今
度
は
逆
に
所
有
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受

け
、具
体
的
な
や
り
と
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

空
き
家
所
有
者
の
家
を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
想

い
を
誰
よ
り
も
知
る
か
ら
こ
そ
、よ
り
よ
い
活

用
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
金
丸
さ
ん
。恋
文

不
動
産
に
取
り
組
む
中
で 

“
空
き
家
対
策
に

と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
”も
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

金
丸
さ
ん
：
恋
文
不
動
産
を
き
っ
か
け
に
、初

め
て
生
駒
市
に
来
る
人
も
い
ま
す
。市
役
所
内
で

ほ
か
の
部
署
と
連
携
す
れ
ば
、物
件
以
外
の
面
か

ら
も「
生
駒
で
何
か
や
り
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
は
ず
だ
し
、そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
、と
動
き
な

が
ら
実
感
し
て
い
ま
す
。す
て
き
な
人
た
ち
の
想

い
を
叶
え
る
た
め
に
、も
っ
と
も
っ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
形
の
な
い「
人
の
想
い
」を
空
き
家
を
通
じ

て
形
に
す
る
試
み
が
、こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
き
そ
う
で
楽
し
み
で
す
。

▲全文はこちら

左から金丸、下西さんご夫婦、本市住宅政策室の松本

Webマガジン「greenz.jp」に
10月27日に掲載された記事
を本市が編集しています（全
文は、右記のQRコードから）。
ライター：狩

か
野
の

哲也
撮影：藤田温

あつし

　1月21日㈰に下西邸で活用候補者3組
がプレゼンテーションを行い、活用者が決
定される予定です。周辺に住む人や空き
家の利活用に興味のある人は、参加して
みてください。
▷▷問合せ　住宅政策室（内線3360）

参加者には図面や利用できそうな
補助金の資料などが配られました

11　2024.1月号　いこまち
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　本市は令和3年からの10年間で、ごみ排出量15％削減
を目指す「生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」を立
てています。その達成のために進めているのが「5R※（右記
参照）」。できることを考え、行動に移しましょう。
■市内全11局で開催！郵便局deフードドライブ
　家庭で余った食料品を集めて、フードバンクや
慈善団体などへ寄附する「フードドライブ」。これ
までは市役所と、たけまるホールの2か所で開催
していましたが、市内郵便局でも実施します。
――日本郵政グループの協力、㈱かんぽ生命保険
の協賛で実施します。
▷▷とき・ところ　1月22日㈪～26日㈮、市内全11郵便局
▷▷�対象の食品　①常温保存できる②未開封で箱（多少の
傷は可）に入っている（外装の破れなどは受付不可）③
賞味期限まで1か月以上ある（賞味期限が明記されて
いないものは受付不可）の全てを満たすもの
　�――米や乾麺、缶詰、レトルト食品、カップ麺、調味料、
菓子類、飲料（アルコールは不可）などが一例です。
■もったいない食器市
　まだ使える食器を回収し、再利用する取組です。
▷▷対象　市内に住む人（持ち帰りは一人1日5点まで）
▷�▷�とき・ところ　月曜～土曜日の9：00～11：15・13：00
～15：30、清掃リレーセンター事務所前（木曜日の午
後を除く）
――3月26日㈫11：00～15：00に、ベルテラスいこまベ
ルステージで実施される「プラレールひろば」内でも開催
します（雨天中止）。

　家の中に眠っている「まだ使えるけど不要な物」を集め
て、入れて、見える化する「メルカリエコボックス」を配布
します。フリーマーケットなどでの販売や「フリマアプリ」
への出品、知人に譲るなどリユース（再利用）しやすくな
ります。使い方は自由。みんなでごみを減らしましょう。
――㈱メルカリと（公財）日本財団の取組に賛同し、実施
します。
▷�▷�配布のとき・ところ　1月12日㈮から、S

エスディー
D�

G
ジーズ
s推進課窓口や図書館・室、生涯学習施
設など市内公共施設（なくなり次第終了）
　�――詳しくは市ホームページを確認して
ください。
▷�▷�配布物品　メルカリエコボックス（40㎝×29㎝×
28.8㎝）1個とオリジナル梱包資材（31㎝×22.6㎝×

簡単にできる「5R」を実践しよう 問環境保全課（内線2360）

Info.

Refuse（リフューズ）：受け取らない
Reduce（リデュース）：ごみを出さない
Reuse（リユース）：繰り返し使う
Repair（リペア）：修理して使う
Recycle（リサイクル）：�資源として別のものに作

り変える

※5Rとは…

環境大臣表彰おめでとうございます
　もったいない食器市を開催し
ている、（特非）関西ワンディッ
シュエイド協会が、令和5年度
循環型社会形成推進功労者等
環境大臣表彰を受賞しました。

真弓小学校で児童発案のフードドライブを開催
　同校4年生の本田翔

しょう
輝
き

さんの
発案で、フードドライブの第2弾
を開催します。前回開催時は、
150点を超える食品（約30㎏）
が集まった取組。食品は、生駒
市社会福祉協議会に寄附しま
した。
▷▷対象　同校の児童
▷▷とき・ところ　1月22日㈪～24日㈬、真弓小学校正門前

メルカリ×日本財団×生駒市で実施

「メルカリエコボックス」でリユースの促進を
3㎝）3個のセット（一人1セットまで）
▷▷費用　無料
▷▷�問合せ　SDGs推進課（内線2131）

▲ページは
　こちら

DATA：

リユースに　
活用して　
ください▶

他自治体で実施した実証実験では、配布した家庭の
74％が不要品を入れ、うち55％がリユースに活用し
たという結果が出ました。今回は、本市を含む全国23
市町村が取組に参加します。

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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小・中学校の新入学学用品費を入学前に支給
　経済的な理由で就学が困難と認められる児童・生徒の
保護者に、通学費用などを支給する就学援助費の一部と
して、新入学学用品の購入費用を入学前に支給します。
▷▷問合せ　教育総務課学務係（内線2671）
■小学校入学予定者
▷▷ 対象　令和6年4月に小学校入学を予定している幼児
の保護者で、次の三つの要件を満たす人
①市内に住んでいる（令和6年1月31日㈬時点）
② 申請時に生活保護を受給
していない
③ 次の認定基準に該当する
◇ 令和5年度市民税所得
割課税額（住宅ローン控
除・寄附金控除などの税
額控除適用前の額）が基
準額（右表）以下の世帯
（世帯の中に収入のある
人が二人以上いる場合は、その額を合算）

◇ 病気や事故、災害、失業などで、子どもの教育費に困っ
ている世帯

▷▷ 支給額(定額)　5万600円
　――認定・不認定に関わらず3月初旬に結果を通知し、
認定者には3月下旬に給付金を支給予定です。

▷▷ 申込み　2月1日㈭～15日㈭に同課にある申請書に必

要事項を書いて、直接同課（郵送不可）
　 ――申請書は、市ホームページからもダウンロードでき
ます。なお、市立小・中学校、幼稚園、保育園、こども園
では申込みを受け付けません。
■中学校入学予定者（申請不要）
▷▷  対象　令和6年4月に中学校入学を予定している小学
6年生の保護者で令和5年度就学援助費を受給してい
る人（国立や私立小学校へ通う児童は対象外）
　 ――今年度の就学援助費を受給している保護者に支
給しますので申請不要です。今年度の受給申請をする
場合は、2月29日㈭までに申請してください。辞退する
場合は、同課に辞退届の提出が必要です（詳細は、2学
期分の支給通知に同封）。
▷▷ 支給額(定額)　5万7,400円（3学期の給付時に支給）

注意事項
◇ 給付後に市外へ転出する場合、返還は原則求めませんが、転
出先市町村へ給付済みの旨を通知します。
◇ 来年度の就学援助費受給を希望する人は、5・6月（予定）に
改めて申請が必要です。今回の申請で認定となり、新入学学
用品費の給付を既に受けている場合、来年度の新入学学用品
費は支給しません。また、今回認定されず、来年度の当初申請
で認定となった場合は、1学期分の給付費に新入学学用品費
を含めて9月に支給します。
◇ 生活保護受給者で、保護費から入学準備金が支給される場
合は、就学援助費では支給しません。

就学援助費の認定基準額

子どもの数※1 基準額

1人 4万2,700円

2人 6万4,000円

　3人※2 8万5,300円
※1… 令和5年1月1日時点での15

歳以下の子どもの人数
※2 … 4人以上は、3人の基準額に1

人当たり2万1,300円を加算

▷▷ とき・ところ　2月18日㈰、コミュニティセンター
■地域共生社会推進全国サミットプレイベント第2弾
　本市の孤独・孤立の現状について学び、どんな対策や、
つながり方があるか、さまざまな分野の視点から考えま
す。これは、「いこま 孤独・孤立対策連携プラットフォー
ム」の設立を記念して開催します。
◇内閣官房孤独・孤立対策室の大西連

れん

さんの基調講演
◇ パネルディスカッション…認定NPO法人全国こども食
堂支援センターむすびえ理事長・湯

ゆ

浅
あさ

誠さん、（一社）和
にこ

草
ぐさ

代表理事・溝口雅代さん、萩の台住宅地自治会長・
山下博

ひろ

史
し

さん、「ユースネットいこま」相談員・花山幸
ゆき

江
え

さん、（一社）社会福祉士事務所B
ブ ラ イ ト

right・西
にしたに

谷裕輝さん
▷▷ 時間 14：00～16：30
▷▷ 定員 250人（当日先着順、オンラインは市
ホームページから要事前申込）
▷ ▷ 問合せ　地域共生サミット推進室（内線29
61）

▲詳しくは
　こちら

地域共生サミットプレイベント第2弾×第5回ケアリンピック生駒

地域共生や健康・福祉を考える一日
■第5回ケアリンピック生駒
　令和5年度生駒地区医師会「市民公開健康講座」
　1部は近畿大学奈良病院消化器外科教授の木村豊さん
が「元気なうちから、『もしも』の話（人生会議）をしません
か」を、2部は（医）健和会奈良東病院理事長の鉄村信

しん じ

治
さんが「高齢者のリハビリテーション」について話します。
▷▷  時間　10：40～12：30（開場は10：15）
▷▷ 定員　250人（申込順）
▷▷ 申込み・問合せ　1月22日㈪から、はがきか電話、ファク
ス、メールで、氏名、参加人数、連絡先を明らかにして、同
医師会事務局（〒630-0258 東新町1-3、☎75-3535、
75-5188、 ikoma@nara.med.or.jp、電

話は平日9：00～17：00） 詳しくはこちら▶
会場では、その他にもさまざまな企画を実施
　喫茶スペースや福祉事業所によるお菓子やパンの販売、　喫茶スペースや福祉事業所によるお菓子やパンの販売、
フードドライブなどを実施します（飲食・購入は有料）。フードドライブなどを実施します（飲食・購入は有料）。
▷▷時間　12：30から

費用
無料

1月号お知らせ（カ).indd   13 2023/12/25   13:55:57
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　突然の病気や事故、認知機能の低下など本人の自己
決定が難しい状態で、延命治療やケアの方法についての
選択を家族などが迫られることがあります。そのときに
備えて、本人が望む形で最期を迎えるためのツールとし
て、「エンディングノート（生駒市版）」を作成中です。
　家族や支援者と話し合い、思いを共有するためのツー
ルとして多くの人に活用してもらえるように、市内の医
療介護従事者で構成されるワーキンググ
ループで検討してきました。皆さんの投票
で、このノートのメインタイトルとサブタイ
トルを決定します。
――ノートの詳細は、市ホームページを確認
してください。
▷▷�投票方法　1月18日㈭までに、以下のいずれかから
◇市ホームページ
◇市役所1階ロビーの掲示
◇�所定の応募用紙を郵送かメール、直接、同課（〒630-
0288、 hospital@city.ikoma.lg.jp）

■��������「資産の守り方」実践講座
　充実したセカンドライフを送るためには「お金」も必要
です。家計の収支を考えながら、今ある資産をどれだけ
長持ちさせるかも、たいせつになってきます。専門家と今
後の「資産の守り方」について学びましょう。
▷▷�とき・ところ　2月20日㈫10：00～11：30、たけまる
ホール
▷�▷�講師　ファイナンシャルプランナー、CFP®認定者の
西田雅文さん
▷▷�申込締切日　2月6日㈫

　豊かで充実したセカンドライフに向けて、2テーマの講
座を開催します。自分自身や家庭のお金事情を見つめ直
し、より豊かな生き方を実践してみましょう。
▷▷対象　市内に住む、おおむね60歳以上
▷▷定員　各30人（抽選制）
▷▷�申込み・問合せ　各講座の申込締切日
（必着）までに、申込フォームか往復はが
き、メールに住所、氏名、年齢、電話番号、
参加希望の講座を書いて、生涯学習課
（〒630-0288、内線3740、 kotobuki�
@city.ikoma.lg.jp）
■�「私らしい生き方探求」実践講座
　まだまだ長い人生を自分
らしく充実した時間にする
ために、自分自身の価値観
をもとに、今後のチャレンジ
プランを考えてみましょう。
――連続講座です（右表参
照）。いずれもコミュニティセンターで行います。
▷�▷�申込締切日　1月24日㈬

▲ページは
　こちら

▲申込みは
　こちら

▷�▷�発表　2月18日㈰に開催のイベント「ケアリンピッ
ク」で発表し、ノートの完成版を配布予定です。
――後日、市ホームページやSNSでも発表します。�

「メインタイトル」の候補
候補1：最期までわたしらしく
候補2：もしものために
候補3：わたしノート
候補4：想いを伝える「私ノート」
候補5：私の人生ノート

「サブタイトル」の候補
候補1：まだ元気やけど言っとくわ
候補2：自分らしく最期を迎えるために
候補3：もしもの時のために�私が伝えたいこと
候補4：�最期までわたしらしく生きるために伝えた

いこと
候補5：託したい思いと共に

いきいきセカンドライフを応援！第2弾

私らしい生き方＆資産の守り方の実践講座

エンディングノート（生駒市版）を作成中

皆さんの投票でタイトルを決定！ 問地域医療課（内線2410）

とき 内容

第1回 2月7日㈬
10:00～12:00

認定NPO法人サービスグラント
の堀久

く に こ

仁子さんによる「自分の『好
き』を探してみよう」

第2回 2月15日㈭
10:00～12:30

市民活動推進センターららポート
職員、市内で活躍するさまざまな
活動者の皆さんによる「これからの

『私らしい生き方』を見つけてみよ
う」

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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まちの交流会「つどい」vol.11

クリエイティブディレクターに学ぶ、
視点の切り替え方

話し手：山阪佳彦さん
1961年、大阪生まれ。クリエイティブディレク1961年、大阪生まれ。クリエイティブディレク
ター。企業・行政などのコミュニケーションデザイター。企業・行政などのコミュニケーションデザイ
ンから地域・商品のブランディングまで活動は多ンから地域・商品のブランディングまで活動は多
岐に渡る。MAQ inc.所属、神戸市クリエイティ岐に渡る。MAQ inc.所属、神戸市クリエイティ
ブディレクター（2015～2018年）。グッドデザブディレクター（2015～2018年）。グッドデザ
イン賞審査委員（2020～2022年）。イン賞審査委員（2020～2022年）。

　生駒に暮らす人がゆるやかにつながる、まちの交流生駒に暮らす人がゆるやかにつながる、まちの交流
会「つどい」。今回はクリエイティブディレクターの会「つどい」。今回はクリエイティブディレクターの山山
阪佳彦さんに話を聞きます。阪佳彦さんに話を聞きます。広告など商業デザインに広告など商業デザインに
30年以上携わる山阪さんは、デザインの力で社会課30年以上携わる山阪さんは、デザインの力で社会課
題を解決することにも取り組んでいます。その傍ら、バ題を解決することにも取り組んでいます。その傍ら、バ
ス停に誰かが置いた椅子の写真を15年ほど撮影してス停に誰かが置いた椅子の写真を15年ほど撮影して
います。「一見、何の魅力もない風景でも『人の営み』」います。「一見、何の魅力もない風景でも『人の営み』」
に思いをはせると、魅力に変わるかもしれません。視点に思いをはせると、魅力に変わるかもしれません。視点
を変えれば、思考や行動も変わるのです」と山阪さん。を変えれば、思考や行動も変わるのです」と山阪さん。
頭や心の凝りをほぐしながら、視点を変えるコツを探頭や心の凝りをほぐしながら、視点を変えるコツを探
りましょう。聞き手は、いこまち宣伝部の中村京子さりましょう。聞き手は、いこまち宣伝部の中村京子さ
んです。んです。
▷▷�とき・ところ　1月27日㈯10：00～12：00、北コ
ミュニティセンターI

イ ス タ
STAはばたき

▷�▷�定員　20人（抽選制、生後6か月～就学前の幼児
の託児あり）
▷▷費用　無料
▷▷�申込み・問合せ　1月16日㈫までに市
ホームページの申込フォームから広報広
聴課（内線4220）

生
駒
駅
南
口
の
ま
ち
づ
く
り

勉
強
会「
イ
コ
ミ
ナ
ラ
ボ
」

▽▽
と
き・と
こ
ろ・内
容

①�

1
月
29
日
㈪
18
時
30
分
～
20
時

…
神
戸
市
三
宮
の
東
遊
園
地
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
の
社
会
実

験
な
ど
を
数
多
く
手
が
け
る
㈲

リ
バ
ー
ワ
ー
ク
ス
の
村
上
豪た

け

英ひ
で

さ
ん
か
ら
、公
園
や
公
共
施
設
の

利
活
用
事
例
を
学
び
ま
す
。

②�

2
月
27
日
㈫
18
時
30
分
～
20
時

…
大
阪
府
大
東
市
で
行
政
と
連

レ
ッ
ツ・エ
ン
ジ
ョ
イ・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
歌
や
ゲ�

ー
ム
で
英
語
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
年
中
～
年

長
児
に
当
た
る
幼
児（
要
保
護

者
同
伴
）

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
7
日
㈬

13
時
30
分
～
14
時
30
分
、小
平

尾
南
児
童
館

▽▽
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

小
平
尾
南（
憩
い
の
場
）

た
わ
わ
食
堂
に
来
ま
せ
ん
か

　

地
域
の
高
齢
者
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
て
家
庭
料
理
を
作
り
、

温
か
い
ご
飯
を
囲
み
な
が
ら
過
ご
し

ま
す（
50
食
限
定
、申
込
不
要
）。

▽▽
と
き
･
と
こ
ろ　
1
月
25
日
㈭
、

2
月
22
日
㈭
、3
月
21
日
㈭
、

10
時
～
13
時
、人
権
文
化
セ
ン

タ
ー（
調
理
は
10
時・
食
事
は
11

時
30
分
か
ら
。食
事
だ
け
の
参
加

も
可
）

▽▽
費
用　

３
０
０
円（
子
ど
も
は

１
０
０
円
、乳
幼
児
は
無
料
）

▽▽
問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー（
☎
77・

７
３
７
１
）

講師は公認会計士・
税理士の辰巳大樹さん

知
識
0ゼロ
で
も
大
丈
夫
！

確
定
申
告
セ
ミ
ナ
ー

　

専
門
家
の
指
導
で
、申
告
書
に

記
入
し
な
が
ら
、税
制
の
基
礎
を
学

べ
る
講
座
で
す
。初
め
て
の
人
も
安

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

︱
︱
イ
コ
マ
ド
と
の
共
催
で
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
26
日
㈮

9
時
30
分
～
11
時
30
分
、イ
コ

マ
ド

▽▽
必
要
品　
筆
記
用
具
、電
卓

▽▽
定
員　
10
人
程
度（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
6
日�

㈯
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
男
女
共�

同
参
画
プ
ラ

ザ（
☎
75・０
２�

３
７
）

▲ 申込みは 
こちら

生
駒
市
立
病
院
公
開
医
療
講
座

▽▽
と
き・内
容

◇
1
月
12
日
㈮
…
医
事
課
の
村
上�

智ち

聖さ
と
さ
ん
に
よ
る「
高
額
療
養
費�

に
つ
い
て
」

◇
1
月
19
日
㈮
…
同
院
院
長
の
遠�

藤
清き

よ
し

さ
ん
に
よ
る「
高
気
圧
酸
素�

療
養
に
つ
い
て
」

︱
︱
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
～
15

時
で
す
。

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
と
こ
ろ・問
合
せ　
同
院（
☎
72・�

１
１
１
１
）

携
し
て
公
営
住
宅
や
民
間
賃
貸

住
宅
、生
活
利
便
施
設
な
ど
が�

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に�

取
り
組
ん
だ
㈱
コ
ー
ミ
ン
の
入

江
智
子
さ
ん
か
ら
、公
民
連
携

の
有
効
性
を
学
び
ま
す
。

—
—

い
ず
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ�

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。１
日
だ
け

の
受
講
も
可
能
で
す
。

▽▽
定
員　
各
30
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日

㈮
か
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム

か
電
話
、フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、

▲詳しくは
　こちら

▲ 詳しくは 
こちら

氏
名
、年
齢
、連
絡
先
を
明
ら
か

に
し
て
、拠
点
形
成
課（
内
線

３
８
１
０
、
74・９
１
０
０
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
12
日

㈮
～
23
日
㈫
に
、住
所
、氏
名
、�

電
話
番
号
を
明
ら
か
に
し
て
、電�

話
か
直
接
、同
館（
☎
77・
６
９�

５
５
）

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

健
康・福
祉

お
知
ら
せ

自
主
学
習
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全
7
回�

伊
勢
本
街
道
か
ら

初
瀬
街
道
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　

江
戸
時
代
に
お
か
げ
参
り
で
に

ぎ
わ
っ
た
伊
勢
本
街
道
は
、本
市
の

暗く
ら
が
り
と
う
げ峠
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
古

道
を
、大
阪
玉
造
稲
荷
神
社
か
ら

三
重
県
境
ま
で
7
回
に
分
け
て
歩

く
シ
リ
ー
ズ・
ハ
イ
キ
ン
グ
。前
半

3
回
を
歩
く
人
を
募
集
し
ま
す（
全

３
回
参
加
で
き
る
人
を
優
先
。後

半
4
回
は
前
半
の
参
加
者
を
優
先

し
３
月
に
募
集
し
ま
す
）。

▽▽
と
き・と
こ
ろ　

◇�

第
１
回「
玉
造
稲
荷
神
社
～
枚

岡
神
社
」（
16
㎞
）…
2
月
20
日

㈫
8
時
50
分
生
駒
駅
出
発
、16

時
30
分
頃
枚
岡
神
社
解
散

◇�

第
2
回「
枚
岡
神
社
～
南
生
駒
」

（
7
㎞
）…
3
月
19
日
㈫

◇�

第
3
回「
南
生
駒
～
近
鉄
奈
良

駅
」（
13
㎞
）…
4
月
16
日
㈫

　

︱
︱
集
合
場
所
な
ど
は
実
施
1

週
間
前
に
郵
便
で
連
絡
し
ま
す
。

▽▽
必
要
品　
健
康
保
険
証
、飲
み

物
▽▽
定
員　
20
人（
抽
選
制
）

▽▽
費
用　

無
料（
交
通
費
な
ど
は

別
途
実
費
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
31
日�

㈬（
必
着
）ま
で
に
、申
込
フ
ォ�

ー
ム
か
、は
が
き
に
参
加
者
全

員
の
住
所・
氏
名・
年
齢・
当
日�

連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を�

書
い
て
、商
工
観
光
課
観
光
振�

興
室「
各
コ
ー
ス
名
」係（
〒
６�

３
０
―０
２
８�

８
、内
線
２
３�

１
１
）

▲ 申込みは 
こちら

生
駒
の
酒
造
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

▽▽
定
員　
各
30
人（
抽
選
制
）

▽▽�
申
込
み・
問
合
せ　

各
申
込
締�

切
日（
必
着
）ま
で
に
、申
込
フ�

ォ
ー
ム
か
、は
が
き
に
参
加
者
全�

員
の
住
所・
氏
名・
年
齢・
当
日�

連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を
書�

い
て
、商
工
観
光
課
観
光
振
興�

室「
各
コ
ー
ス
名
」係（
〒
６
３�

０
―０
２
８
８
、�

内
線
２
３
１�

１
）

■
２
０
２
４
年
新
春
酒
蔵
巡
り

　
「
菊き

く

司つ
か
さ

醸
造
」で
新
酒
を
堪
能
し

ま
し
ょ
う

　

往い
こ
ま馬
大
社
～
竹
林
寺
～
観
泉�

寺
～
菊
司
醸
造
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

ま
す
。菊
司
醸
造
で
は
試
飲
や
買�

い
物
が
で
き
ま
す（
約
5
㎞
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
8
日
㈭

13
時
菜
畑
駅
出
発
、16
時
南
生

駒
駅
解
散

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
締
切
日　
1
月
25
日
㈭

■
生
駒
の
酒
蔵
巡
り

　
「
中
本
酒
造
店
」を
訪
ね
る

　

宮
大
工
が
選
ぶ
神
社
仏
閣
で
全

国
6
位
に
選
ば
れ
た
、中
世
建
築

の
傑
作
国
宝
長
弓
寺
の
本
堂
と
3

塔た
っ

頭ち
ゅ
う

寺
院
を
見
学
。そ
の
後
は
中

本
酒
造
店
で
、世
界
各
国
で
評
価

さ
れ
る「
長
屋
王
」な
ど
を
試
飲
し

ま
し
ょ
う（
約
4
㎞
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
19
日
㈪

13
時
学
研
北
生
駒
駅
出
発
、16

時
中
本
酒
造
店
解
散

▽▽
費
用　
３
０
０
円（
拝
観
料
）

▽▽
申
込
締
切
日　
1
月
30
日
㈫

■
上
田
酒
造
を
訪
ね
る

　

生
駒
谷
の
氏
神
で
あ
る
往
馬
大

社
や
行
基・
忍
性
の
眠
る
竹
林
寺�

を
訪
ね
ま
す
。そ
の
後
は
老
舗
上
田

酒
造
で
試
飲
し
ま
し
ょ
う（
約
４

㎞
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
22
日
㈭

13
時
菜
畑
駅
出
発
、15
時
30
分

上
田
酒
造
解
散

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
締
切
日　
2
月
5
日
㈪

「駅コン♪」に出演する
オフロッソの皆さん

真
冬
の
宝
山
寺
参
道
は
温
か
い

　

冬
の
宝
山
寺
参
道
で
身
も
心
も

暖
か
く
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し�

ま
す
。市
内
初
の
駅
構
内
コ
ン
サ
ー

ト「
駅
コ
ン
♪
」で
ラ
テ
ン
や
ゴ
ス�

ペ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。奈
良・

生
駒
ゆ
か
り
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ�

ー
映
画
も
テ
ア

ト
ル
ア
ジ
ト
で
上

映
。地
元
中
学・

高
校
生
に
よ
る
お
茶
席
や
宝
山
寺

み
そ
こ
ん
に
ゃ
く
の
ふ
る
ま
い
、冬

の
着
物
遊
び
、参
道
各
店
舗
で
は

熱
々
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
ま
す
。

▽▽
と
き
•
と
こ
ろ　
2
月
10
日
㈯

10
時
～
18
時
頃
、宝
山
寺
駅
、テ

ア
ト
ル
ア
ジ
ト
、宝
山
寺
参
道

各
店
舗
な
ど

▽▽
問
合
せ　
城
山
旅
館（
☎
73・
４�

７
１
７
）

▲ 詳しくは 
こちら

▲ 申込みは 
こちら

地域共生社会推進地域共生社会推進
フォーラムフォーラム

　住み慣れたところで、その人らしく暮らし続
けられるために、地域リハビリテーションの推
進と地域共生社会の実現について考えます。
◇�第一部…本市特命監の田中明美による「生
駒市の現状について」
◇�第二部…（一社）日本リ�
ハビリテーション病院・
施設協会会長の齊藤正�
身さんによる「期待され�
る地域リハビリテーシ�
ョン活動とは？～誰も
が安心して暮らし続け
られる地域づくり～」
▷�▷�とき・ところ　2月1日㈭13：30～16：00
（開場は13：00）、北コミュニティセンター
I
イ ス タ
STAはばたき

　�――公共交通機関を利用してください。
▷▷定員　450人
▷▷費用　無料
▷▷�申込み・問合せ　1月20日㈯までに電話か
ファクスで、住所、氏名・ふりがな、電話番
号を明らかにして、（医）あすか会総務部（☎
0742-44-3300、 0742-44-2100）

　�――ファクスの場合は、地域包括ケア推進
課や市内公共施設、地域包括支援センター
で配布する申込書を送付してください。

齊藤正身さん

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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生
駒
の
歴
史
と
文
化
入
門
講
座

　
生
駒
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会�

長
の
今
木
義よ

し

法の
り

さ
ん
に
よ
る
講
座

生
駒
民
俗
会
の
講
座

　

同
会
会
長
の
今
木
義よ

し

法の
り
さ
ん
に

よ
る
講
座「
神
武
天
皇
の
聖せ

い

蹟せ
き

顕け
ん

彰し
ょ
う

運
動
」。明
治
維
新
に
よ
り
誕
生

し
た
新
政
府
は
政
治
の
原
点
を「
諸し

ょ

事じ

神
武
天
皇
創
業
の
始
め
に
基
づ

い
て
行
う
」と
宣
言
。天
皇
即
位

２
６
０
０
年
と
さ
れ
た
昭
和
15
年

に
は
各
地
に
そ
の
遺
業
を
讃
え
て

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
21
日
㈰

10
時
～
12
時
、生
駒
ふ
る
さ
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▽▽
費
用　
５
０
０
円（
当
日
先
着

順
）

▽▽
問
合
せ　
同
会（
☎
０
５
０・３�

３
３
２・５
６
２
６
）

▷�▷�とき・ところ　2月17日㈯13：30～17：00頃（開
場は13：00）、図書会館
▷▷講演内容
①�奈良芸術短期大学特任教授の前

まえ
園
ぞの
実
み
知
ち
雄
お
さんに

よる「竹林寺の墓所から見た忍性の思想的背景」
②�天理大学文学部教授の天野忠幸さんによる「鷹山
氏と戦国の大和」
③�近畿大学文芸学部准教授の新谷和之さんによる
「畿内戦国史のなかの北田原城」
――講演後は登壇者による座談会も行います。
▷▷定員　200人（申込順）
▷▷申込み　1月12日㈮～2月13日㈫に、
市ホームページの申込フォームからか
直接、市内5図書館・室  申込みはこちら▶

文化遺産は語る 生駒の中世
～鷹

た か や ま

山家文書・北田原城・竹林寺～

生駒市史関連講演会 費用
無料

問図書館北分館（☎71-3332）

第
13
回
生
駒
市
華
道
協
会

い
け
ば
な
展
と
い
け
ば
な
体
験

　

同
協
会
会
員
に
よ
る
展
示
会
で

す（「
呈て

い

茶ち
ゃ

席せ
き

」あ
り
、３
０
０
円
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　
2
月
24
日
㈯・

25
日
㈰
、10
時
～
17
時
、芸
術
会

館
美み

ら

く
楽
来（
25
日
は
15
時
ま
で
）

■
い
け
ば
な
体
験

▽▽
と
き　
2
月
24
日
㈯
①
11
時
～

12
時
②
13
時
～
14
時

▽▽
定
員　
各
10
人（
申
込
順
）

▽▽
必
要
品　
花
ば
さ
み
、雑
巾
、新

聞
紙

生
駒
市
日
本
画
協
会
第
32
回

日
本
画・水
墨
画「
新
春
展
」

　

同
協
会
会
員
と
一
般
の
皆
さ
ん

に
よ
る
日
本
画
や
水
墨
画
、墨
彩

画
の
作
品
展
で
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
31
日
㈬

～
2
月
4
日
㈰
、10
時
～
17
時

（
4
日
は
15
時
ま
で
）、芸
術
会

館
美み

楽ら

来く

▽▽
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▽▽
問
合
せ　
同
協
会
事
務
局
の
山

本
さ
ん（
☎
78・５
４
５
８
）

交
流
会「R

レ
イ
ン
ボ
ウ

ainb
o
w
�

奈
良

C
afe�in�

生
駒
」＆
個
別
相
談
会

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
12
日

㈮
～
26
日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
各
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
、住

所（
市
内
か
市
外
の
区
別
だ
け

で
も
可
）、氏
名（
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
可
）、年
齢
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、相
談
希
望
者
は

希
望
時
間
を

書
い
て
、人
権

施
策
課（
内
線

３
２
６
１
）

■�

交
流
会

▲ 申込みは 
こちら

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な�

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
人
が
気
軽�

に
集
ま
っ
て
、日
頃
の
悩
み
や
思
っ

て
い
る
こ
と
の
情
報
交
換
な
ど
が

で
き
る
交
流
会
。家
族
や
ア
ラ
イ

（
理
解
者・
支
援
者
）に
関
心
の
あ

る
人
も
歓
迎
で
す
。

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
15
日

㈪
～
２
月
15
日
㈭
に
、往
復
は

が
き
に
住
所
、氏
名・ふ
り
が
な
、�

電
話
番
号
、希
望
時
間（
①
か
②
）�

を
書
い
て
、同
協
会
の
大だ

い

長ち
ょ
う

香か�

月げ
つ
さ
ん（
〒
６
３
０
―０
１
３
４
、�

あ
す
か
野
北
１
―９
―８
、☎
78・

９
０
９
４
）

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

１
月
28
日
㈰

13
時
～
15
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

■
性
の
多
様
性
～�

個
別
相
談
会

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性
の
多
様
性

や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
が
抱
え

る
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

に
、当
事
者
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。

︱
︱
個
室
で
の
個
別
相
談
で
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
に

通
勤・
通
学
し
て
い
る
人
と
そ
の

家
族（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
28
日
㈰

①
15
時
か
ら
②
15
時
30
分
か

ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽▽
定
員　
2
組（
申
込
順
）

「
松
永
久ひ

さ

秀ひ
で

と
信
貴
山
城
」。再
度

織
田
信
長
に
背
く
も
、最
後
は
名

器
の
茶
釜「
平ひ

ら

蜘ぐ

蛛も

」と
爆
死
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
松
永
久
秀
の
生
涯

と
居
城
信
貴
山
城
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
19
日
㈮

14
時
～
15
時
30
分
、生
駒
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▽▽
定
員　
40
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
５
０
０
円（
生
駒
歴
史

文
化
友
の
会
会
員
は
４
０
０
円
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日�

㈮
～
18
日
㈭
に
氏
名
、電
話
番�

号
を
明
ら
か
に
し
て
電
話
か
フ�

ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
、直
接
、同
ミ�

ュ
ー
ジ
ア
ム（
☎
71・
７
７
５�

１
、

71・
７
７
５
２
、info�

@
ikom

a-m
useum

.jp)
LGBTコミュニティの多様性を

表す「レインボーフラッグ」

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

健
康・福
祉

お
知
ら
せ

自
主
学
習
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市民みんなで創る音楽祭
生駒山麓太鼓
鼓手会演奏会～四季～
　今年度の音楽祭のフィナーレを飾る生駒山麓
太鼓鼓手会による演奏会です。今回のテーマは
「生駒の四季」。四季折々の生駒の姿が演奏で表現
され、ステージと会場とが一体となったフィナー
レは圧巻です。郷土芸能である生駒山麓太鼓の勇
壮で迫力あるパフォーマンスをぜひお楽しみくだ
さい。
▷�▷�とき・ところ　3月10日㈰16：00開演（開場は
15：15）、北コミュニティセンターI

イ ス タ
STAはばたき

　――公共交通機関を利用してください。
▷▷定員　450人（予定）
▷▷�費用　1，000円（高校生以下は無料・要入場整
理券）
　�――チケット・入場整理券（全席自由席）は、
1月20日㈯10：00から、たけまるホール、北コ
ミュニティセンターISTAはばたき、南コミュニ
ティセンターせせらぎ、鹿ノ台ふれあいホール、
図書会館で販売・配布します。
▷�▷�問合せ　同会の林さん（☎080-1448-1221）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
の
一
歩

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
や

活
動
事
例
を
学
び
ま
す
。家
族
や
友

人
と
の
参
加
も
歓
迎
で
す（
各
回
同

じ
内
容
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
22
日
㈪

15
時
～
16
時
、2
月
22
日
㈭
10

時
～
11
時
、3
月
22
日
㈮
10
時

～
11
時
、市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト

▽▽
必
要
品　
筆
記
用
具

▽▽
費
用　
無
料（
要
事
前
申
込
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
各
開
催
日�

の
２
日
前
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
電
話
、�

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、�

電
話
番
号
を
明
ら
か
に
し
て
同

セ
ン
タ
ー（
☎
75・
６
０
０
０
、

75・０
１
５
１
）

シ
ア
タ
ー
生
駒「
蜜み

か
ん柑

と
ユ
ウ

ウ
ツ
～
茨い
ば
ら

木ぎ

の
り
子
異
聞
～
」

　

詩
人・
茨
木
の
り
子
の
生
涯
が

題
材
の
作
品
を
、市
民
劇
団「
シ
ア

タ
ー
生
駒
」が
、同
劇
団
25
周
年
記

念
と
し
て
上
演
し
ま
す
。の
り
子
が

遺
し
た「
キ
ガ
カ
リ
」と
は
。脚
本

は
、連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

の
脚
本
も
務
め
た
長
田
育
恵
さ
ん

で
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
23
日
㈷

①
11
時
か
ら
②
15
時
か
ら
、２

月
24
日
㈯
③
11
時
か
ら
④
15

飛
び
出
せ
！
定
年�

地
域
は

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

　

定
年
を
迎
え
た
人
や
定
年
を
目

前
に
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
向
け
の
講
座
。本
人
だ
け
で

も
、家
族・
友
人
と
の
参
加
も
可
能

で
す
。地
域
に
飛
び
出
す
き
っ
か
け

と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知

識
や
活
動
事
例
を
学
び
ま
し
ょ
う

（
各
回
同
じ
内
容
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

１
月
20
日
㈯

10
時
～
11
時
、２
月
24
日
㈯
15

時
～
16
時
、３
月
２
日
㈯
10
時

～
11
時
、市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト

▽▽
必
要
品　
筆
記
用
具

▽▽
費
用　
無
料（
要
事
前
申
込
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
各
開
催
日�

の
２
日
前
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
電
話
、�

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、�

電
話
番
号
を
明
ら
か
に
し
て
同�

セ
ン
タ
ー（
☎
75・６
０
０
０
、�

75・０
１
５
１
）

時
か
ら
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▽▽
定
員　
各
３
０
０
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　

２
０
０
０
円（
入
場
券

は
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

せ
せ
ら
ぎ
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、図

書
会
館
で
販

売（
予
約
申
込

も
可
））

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

専
用
フ
ォ�

ー
ム
か
電
話
で
、氏
名
、人
数
、�

連
絡
先
、希
望
の
公
演（
①
～
④
）�

を
明
ら
か
に
し
て
、同
団
の
高た

か�

升ま
す
さ
ん（
☎
０
９
０・７
１
０
７・�

３
９
７
３
、theaterikom

a�
@
yahoo.co.jp

）

▲ 申込みは 
こちら

自
然
の
中
で
親
子
で
楽
し
も

う
！
い
こ
ま
山
と
も
っ
と

　

生
駒
山
の
中
で
野
外
遊
び
や
、

た
き
木
を
集
め
て
火
を
起
こ
し
、み

ん
な
で
焼
き
芋
や
、み
そ
汁
を
作
り

ま
す
。

▽▽
対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　
１
月
15
日
㈪・

29
日
㈪
、10
時
～
13
時（
集
合
は

９
時
30
分
）、梅
屋
敷
駅
周
辺

　

︱
︱
詳
し
い
場
所
は
申
込
時
に

伝
え
ま
す
。

▽▽
定
員　
各
10
組（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
一
組
２
０
０
０
円

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

メ
ー
ル
に�

参
加
者
全
員
の
住
所・
氏
名・
連�

絡
先
、子
ど
も
の
学
年
を
書
い�

て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
こ
ま
山
の
子�

会
の
紀
村
さ
ん（
☎
０
９
０・
５�

１
３
７・
６
９
１
４
、yam

a�
noyoutien@

gm
ail.com

、

電
話
は
15
時
～
18
時
）

サ
ン
デ
ー
サ
ウ
ン
ド

ア
ー
ケ
ー
ド

　

日
曜
日
の
ぴ
っ
く
り
通
り
を
盛

り
上
げ
た
い
団
体「
皆
サ
ン
デ
ー
生

駒
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
計
画
」が
企
画

す
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。今
回
は

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト�

ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
4
日
㈰

11
時
～
15
時
、生
駒
お
惣
菜
キ�

ッ
チ
ン「
て
ん
天
」前（
元
町
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
同
団
体
の
高
谷
さ
ん

（
☎
75・
７
４
０
０
、火
曜
～
金

曜
日
の
9
時
～
20
時
）

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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中村智子さん

子
ど
も
の
や
る
気
を

引
き
出
す
親
の
関
わ
り
方

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
元
小
学
校
教
諭
の
中
村
智

子
さ
ん
か
ら
、ア
ド
ラ
ー
流
コ
ー
チ

ン
グ
を
基
本
に
し
た
子
育
て
を
学

び
ま
す
。「
●
●
し
な
さ
い
！
」で
は�

な
く
、子
ど
も
が「
や
っ
て
み
よ
う�

！
」と
思
え
る
よ
う
な
親
の
関
わ
り

　いこま空き家流通促進プラットホームの
職人・建築士に教わりながら、大人はクロ
ス貼りと壁塗り、子どもは木製レターケー
ス作りにチャレンジ。体験後は、あなたの家
のDIYや改修の悩みも相談できます。
――未就学児向けに、端材と木工ボンドを使って工
作体験ができるコーナーもあります。
▷▷�とき・ところ　2月18日㈰13:00～16:00、南コ
ミュニティセンターせせらぎ
▷�▷�必要品　軍手、汚れてもいい服装など
　――詳細は参加者に別途連絡します。
▷▷�定員　40人（大人20人、子ども20人。抽選制）
　――親子での参加限定です。
▷▷�費用　大人2,000円、子ども500円
▷�▷�申込み・問合せ　2月4日㈰までに申込フォームか
ら住宅政策室（内線3360）

プロに学ぶ

親子でDIYDIY講座

▲ 申込みは 
こちら

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

▽▽
対
象　
子
ど
も
と
保
護
者

▽▽
と
こ
ろ　
生
駒
山
麓
公
園
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー

▽▽
定
員　
各
20
人（
申
込
順
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日

㈮
10
時
か
ら
電
話
で
同
園（
☎

73・８
８
８
０
）

　

︱
︱
市
外
の
人
は
3
歳
以
上
３�

０
０
円
増
し
。費
用
に
は
保
険

料
な
ど
全
て
含
み
ま
す
。

■
焚た

き
火
体
験
編

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、た
き
火

に
必
要
な
道
具
や
薪ま

き

割
り
の
方
法
、

薪
の
組
み
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。た
き

火
を
使
っ
た
軽
食
も
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
気
軽
に

購
入
で
き
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。し
か

し
扱
い
方
を
誤
る
と
、と
て
も
危
険

な
道
具
で
す
。扱
い
方
の
基
礎
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
28
日
㈰

９
時
～
16
時
、矢
田
山
遊
び
の

森
こ
ど
も
交
流
館（
大
和
郡
山

市
矢
田
町
）

▽▽
定
員　
５
人
程
度（
抽
選
制
）

▽▽
費
用　

２
０
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
25
日�

㈭
ま
で
に
、電
話
で
森
づ
く
り
奈�

良
ク
ラ
ブ
の
清
原
さ
ん（
☎
０
９�

０・３
０
１
７・９
６
３
４
）

森
で
遊
ぼ
う
！

ぼ
う
け
ん
の
森
を
作
ろ
う

　

矢
田
丘
陵
の
里
山
で
地
形
や
自

然
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。斜
面
を
登

る
、木
を
伐き

る
、秘
密
基
地
や
ベ
ン

チ
を
作
る
、篭か

ご
を
編
む
な
ど
自
由
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽▽
対
象　
小
学
生
以
上（
小
学
生

は
要
保
護
者
同
伴
。大
人
だ
け

の
参
加
も
歓
迎
）

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
18
日
㈰�

９
時
～
13
時
、南
田
原
町
池
田�

山
林（
集
合
は
、お
ま
つ
の
宮（
南�

田
原
町
）。雨
天
時
は
２
月
25
日

㈰
に
延
期
）

▽▽
必
要
品　
軍
手
、雨
具
、飲
み
物
、�

軽
食
、お
椀
、箸
、敷
物

▽▽
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
一
人
２
０
０
円（
保
険

料
な
ど
全
て
含
む
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
12
日�

㈮
か
ら
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員

の
住
所・
氏
名・
ふ
り
が
な・
年

齢・
電
話
番
号・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
書
い
て
、い
こ
ま
里
山
ク
ラ�

ブ
代
表
の
赤
地
さ
ん（
☎
０
９
０・�

９
１
６
０・
７
４
５
９
、kiak�

achi@
gm
ail.com

）

▽▽
と
き　
2
月
3
日
㈯
16
時
30
分

～
18
時
30
分

▽▽
費
用　
大
人
２
８
０
０
円
、中

学
生
以
下
２
３
０
０
円
、３
歳

未
満
２
０
０
円

■
野
鳥
観
察
編

　

野
鳥
の
見
分
け
方
や
双
眼
鏡
の

使
い
方
を
学
び
ま
す
。園
内
で
野
鳥

を
観
察
し
、特
徴
を
図
鑑
と
照
ら
し

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽▽
と
き　
2
月
11
日
㈰
10
時
～
11

時
30
分

▽▽
費
用　
大
人
１
8
０
０
円
、中

学
生
以
下
１
１
０
０
円
、３
歳

未
満
２
０
０
円

RらA
KくU-

RらA
KくU
は
う
す

う
た
ご
え
脳
ト
レ
ひ
ろ
ば

　
先
生
の
歌
声
鑑
賞
や
ス
ト
レ
ッ

チ
、脳
ト
レ
発
声
な
ど
、歌
を
楽
し

み
な
が
ら
口
腔
機
能
の
向
上
と
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽▽
対
象
　
市
内
に
住
む
、お
お
む
ね

60
歳
以
上

▽▽
と
き・
と
こ
ろ
　
1
月
26
日
㈮�

13
時
30
分
～
14
時
30
分
、Ｒ
Ａ

Ｋ
Ｕ
―Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
は
う
す

▽▽
必
要
品
　
膝
掛
け
、動
き
や
す

い
靴
、タ
オ
ル
、飲
み
物

▽▽
定
員
　
30
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用
　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ
　
1
月
12
日

㈮
か
ら
電
話
か
直
接
、同
館（
☎

73・８
７
７
８
、10
時
～
16
時
）

方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
23
日
㈫

10
時
～
11
時
30
分
、市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト

▽▽
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日

㈮
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
電
話
、フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
明
ら
か
に
し
て
同
セ
ン

タ
ー（
☎
75・
６
０
０
０
、
75・

０
１
５
１
）

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

健
康・福
祉

お
知
ら
せ

自
主
学
習
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親
子
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
講
座

　

J
S
A
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー

マ
ス
タ
ー
講
師
が
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
グ
ッ
ズ
型
に
焼
い
た
ク
ッ
キ
ー

に
、甘
い
ア
イ
シ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
で

こ
こ
ろ
ぽ
か
ぽ
か

絵
の
本
ひ
ろ
ば

　　

絵
本
だ
け
で
な
く
写
真
本
や
料

理
本
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
本
を
誰
で

も
自
由
に
楽
し
め
ま
す
。本
を
き
っ

か
け
に
、小
さ
な
交
流
が
始
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　
1
月
20
日
㈯・

21
日
㈰
、11
時
～
16
時
、近
鉄
百

貨
店
生
駒
店
6
階
i
ス
ク
エ
ア

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
Cコ

コ

O
C
O
＋プ

ラ
ス（
☎
85・
４
７

４
４
）

第
17
回
育
児
サ
ー
ク
ル
体
験
会

　

市
内
で
活
動
す
る
育
児
サ
ー
ク�

ル
の
紹
介
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、�

手
遊
び
な
ど
の
体�

験
会
。気
軽
に
参�

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
29
日
㈭

10
時
～
11
時
30
分
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽▽
定
員　
親
子
20
組（
申
込
順
）

　
︱
︱
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。プ
レ�

マ
マ（
妊
婦
）も
参
加
で
き
ま
す
。

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
12
日�

㈮
か
ら
、い
こ
ま
育
児
ネ
ッ
ト
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム�

か
メ
ー
ル
に
参
加
者
の
氏
名
、子�

ど
も
の
名
前・
年
齢
、住
所（
町�

名
ま
で
）、連
絡
先
を
書
い
て
、�

い
こ
ま
育
児
ネ
ッ
ト
の
清
水
さ�

ん（
☎
０
９
０・
４
４
９
５・
３�

８
４
１
、ikom

aikujinet@
gm
ail.com

、電
話
は
平
日
9

時
～
13
時
）

▲ 詳しくは
　こちら

多田文明さん

消
費
生
活
講
演
会

　
講
演
会「
迷
惑
メ
ー
ル
返
事
を
し

た
ら
こ
う
な
っ
た
。～
最
近
の
悪
質

商
法
、詐
欺
の
手
法
に
つ
い
て
～
」。

あ
ら
ゆ
る
詐
欺・悪
質
商
法
の
手
口

や
、闇
名
簿・
闇
バ
イ
ト
事
情
に
精

通
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
多

田
文
明
さ
ん
が
、最
新
の
手
口
に
つ

い
て
、自
身
の
体
験
を
交
え
て
話
し

ま
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
10
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時（
受
付
は
13

時
か
ら
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽▽
定
員　
２
０
０
人（
当
日
先
着

順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
72・１
１
０
０
）

バレンタイン用にぴったりです

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
方
法
を
教
え

ま
す（
持
ち
帰
り
用
の
箱
付
き
）。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
11
日
㈰

13
時
～
15
時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▽▽
必
要
品　

エ
プ
ロ
ン
、手
拭
き

用
タ
オ
ル

▽▽
定
員　
子
ど
も（
4
歳
以
上
）と

親
20
人（
大
人・小
学
生
以
上
の

子
ど
も
だ
け
で
も
可
。抽
選
制
）

▽▽
費
用　
3
６
５
０
円

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
23
日

㈫
～
28
日
㈰
に
申
込
フ
ォ
ー
ム�

か
フ
ァ
ク
ス
に
郵
便
番
号
、住�

所
、氏
名
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア�

ド
レ
ス
、講
座
名
を
書
い
て
、同�

セン
タ
ー（
☎
77・�

０
０
０
１
、

�
77・０
０
２
２
）

▲ 申込みは 
こちら

ボランティアのおまつりが4年ぶりに復活!

■飲食コーナー
　ピロシキや炊込みご飯、カレー、たこせんなど
の飲食ブースが「屋台村」に集結します。
■フリーマーケット
　家庭用品や手作り雑貨、子ども服、文房具な
ど、掘り出し物に出会えるかもしれません。
■ステージ
　参加団体がダンス、カンフー、手話コーラスな
ど日頃の活動を披露します。
■講座
　S

エスディージーズ

DGsや防災、健康などについて、楽しく学べ
る講座が盛りだくさんです。
■体験コーナー
　子どもも大人も楽しめるメニューを体験し
て、自分のやってみたいことを見つけましょう。
■謎解きにチャレンジ
　会場内に散りばめられた謎を解きます。謎が
解けたら参加賞がもらえます。
■コラボ企画
　友好都市福井県敦賀市の子どもたちがダン
スパフォーマンスでオープニングを飾ります。市
内北地区で採れたての野菜市もやってきます。

たくさんのコーナーを回って
生駒で活躍するボランティアと交流しよう

　市内で活動する公益
活動団体91団体（子育て
支援・環境保全・まちづく
り・高齢者支援・障がい者
支援）が、さまざまなブー
スを出展します。帰ってきた「らら♪まつり」は、
対面で人と人とがつながるボランティアを体感
できるおまつりです。
▷▷�とき・ところ　2月4日㈰10：00
～14：30、北コミュニティセンタ�
ーI

イ ス タ
STAはばたき（入場無料・プ

ログラムは一部有料）
▲ 詳しくは 

こちら

問市民活動推進センターららポート（☎75-6000）

らららら まつりまつり♪♪15第 回

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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鈴木早苗さん

上
手
な
気
持
ち
の
伝
え
方

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
講
座
」

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
と
は
自
分
も
相

手
も
た
い
せ
つ
に
し
た
自
己
主
張

の
こ
と
。講
師
歴
19
年
の
鈴
木
早

苗
さ
ん
を
迎
え
、ど
ん
な
自
分
で
も

肯
定
し
な
が
ら
生
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
型
で
学
び
、人

間
関
係
を
軽
や
か
に
生
き
る
土
台

を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

▽▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
27
日
㈯

13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
開
場

は
13
時
）、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▽
定
員

30
人（
申
込
順
）

▽
費
用　

大
人
３
３
０
０
円
、中

学
・
高
校
生
２
８
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ

1
月
26
日

㈮
ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
メ

ー
ル
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、講
演
名
、大
人
か
中
学・

高
校
生
、懇
親
会
参
加（
別
途

費
用
が
必
要
）の
有
無
を
書
い

て
、笑
顔
の
お
ま
じ
な
い
企
画
の

蛯え
び

谷た
に

さ
ん（
☎

０
８
０・
１
５

０
３
・
０
０
８

楽
し
い
英
会
話
教
室
体
験
会

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
講
師
に
よ

る
中
級
実
践
英
会
話
教
室
で
す
。

▽▽
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
26
日
㈮

17
時
〜
19
時
、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く
▽▽
必
要
品　

筆
記
用
具
、辞
書

▽▽
定
員

15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　

無
料

▽▽
申
込
み
・
問
合
せ

1
月
11
日

㈭
〜
26
日
㈮
に
メ
ー
ル
で
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ
．Ｓ
．Ｓ
．の
田
中
さ
ん

（
☎
０
９
０・６
５
５
０・１
１
１

６
、norm

an@
kcn.ne.jp

）

ぼ
ち
ぼ
ち
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

　

新
春
か
ら
関
西
で
活
躍
の
バ
ン

ド
が
楽
し
く
歌
い
演
奏
し
ま
す
。

▽▽
と
き
・
と
こ
ろ　

①
1
月
13
日

㈯
11
時
〜
16
時
②
21
日
㈰
13
時

〜
16
時
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
▽▽
定
員　

各
１
０
０
人（
申
込
不

要
）

▽▽
費
用　

無
料

▽▽
問
合
せ

T

ト

イ

ロ

oiro

（
十
人
十
色
）

の
渡
辺
さ
ん（
☎
０
９
０
・
３
０

３
２
・
２
９
８
７
）

社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

人
生
が
楽
し
く
な
り
元
気
に
生

活
で
き
ま
す
。

▽▽
と
き
・
と
こ
ろ

1
月
27
日
㈯

10
時
〜
11
時
30
分
、図
書
会
館

▽▽
必
要
品　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か

運
動
靴
、飲
み
物

▽▽
定
員

15
人（
申
込
不
要
）

▽▽
費
用　

無
料

▽▽
問
合
せ　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
吉
田

さ
ん（
☎
０
９
０
・
８
１
４
８
・

９
４
７
８
）

ス
ト
レ
ス
解
消
健
康
カ
ラ
オ
ケ

　

懐
し
い
演
歌
や
民
謡
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▽▽
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
3
日
㈯

13
時
〜
17
時
、東
旭
ケ
丘

　

―
―
詳
し
い
場
所
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽▽
必
要
品　

筆
記
用
具

▽▽
定
員

15
人（
申
込
不
要
）

▽▽
費
用　

無
料

▽▽
問
合
せ　

歌
の
道
・
ハ
ー
ト
の

会
の
玉
井
さ
ん（
☎
74
・
８
４
４

０
）

歩
く
・
学
ぶ
・
見
る
・
集
う

　

西
の
京
歴
史
・
再
発
見
を
テ
ー
マ

に
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

▽▽
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
9
日
㈮

9
時
20
分
〜
15
時
30
分
、尼
ケ

辻
駅
改
札
集
合

▽▽
必
要
品　

昼
食
、雨
具
、健
康
保

険
証
、敷
物
、飲
み
物

▽▽
定
員

15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　

５
０
０
円（
別
途
拝
観

料
が
必
要
）

　さまざまな病気がはやるこの季節。突然やっ
てくる子どもの体調不良に備えて「たかだこど
もクリニック」の院長から、子どもの急病時の
受診目安や家庭でできる対応を教わりません
か。先生に直接質問ができる時間や、みんなで
対話する時間もあるので、疑問や不安を解消
することができます。
――NPO法人「生駒の地域医療を育てる会」、
地域医療課との共催です。
▷▷ とき・ところ　1月27日㈯14：00～15：30、
コミュニティセンター
▷▷定員　30人程度（抽選制）
▷▷費用　無料
▷▷ 申込み・問合せ　1月21日㈰ま
でに市ホームページの申込フォ
ームから生涯学習課（内線3710）

▲ 詳しくは
　こちら

講師プロフィール / 高田慶
よし

応
のぶ

さん

日本小児科学会認定小児科専門医。長年小児医療
の現場に従事し、日本外来小児
科学会理事や生駒市医師会理事
など務める。「みんなで子育てを
していける地域でのもうひとつの
家」となることを目指し、2011
年、市内に「たかだこどもクリ
ニック」を開院。

小児科医に聞く 子どもの急病対応

未来ひろがる学びの場
ア イ ス ク ー ル

▽▽
申
込
み
・
問
合
せ

1
月
12
日

㈮
〜
31
日
㈬（
必
着
）に
、往
復

は
が
き
か
電
話
で
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、連
絡
先
を
明
ら
か
に
し

て
、あ
ゆ
み
の
会
の
真
鍋
雄
三

さ
ん（
〒
６
３
０
-０
２
２
６
、

小
平
尾
町
２
３
６
-9
、☎
77
・

６
９
１
１
）

５
、egaom

akikaku@
gm

ail.com

）

▲ 申込みは
こちら

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

自
主
学
習



2024.1月号　いこまち　22

鹿
ノ
台
英
語
サ
ロ
ン
公
開
講
座

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
が
英
語
を

楽
し
く
語
り
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
15
日
㈪

10
時
～
12
時
、鹿
ノ
台
い
き
い
き

ホ
ー
ル

▽▽
定
員　
25
人（
申
込
不
要
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
鹿
ノ
台
英
語
サ
ロ
ン�

の
渡
辺
さ
ん（
☎
０
９
０・
３
０�

３
２・２
９
８
７
）

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
習
会

　
体
験
に
来
ま
せ
ん
か
。最
高
の
趣

味
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
27
日
㈯

12
時
25
分
～
14
時
25
分
、南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら�

ぎ
▽▽
必
要
品　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か

運
動
靴

▽▽
定
員　
15
人（
申
込
不
要
）

▽▽
問
合
せ　

社
交
ダ
ン
ス
ス
リ
ー�

ス
テ
ッ
プ
の
葭よ

し
た
に谷
さ
ん（
☎
０�

９
０・３
９
２
９・３
７
４
５
）

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
楽
し
も
う

　

ス
ト
レ
ッ
チ
1
時
間
と
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
30
分
を
楽
し
み
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
10
日
㈯

10
時
～
11
時
30
分
、北
コ
ミ
ュ

た
け
ま
る
ホ
ー
ル
や
生
駒
駅
に

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

▽▽
対
象　
市
内
で
活
動
す
る
団
体

▽▽
と
き　
４
月
～
令
和
７
年
３
月

の
１
か
月
単
位

居
合
道
の
稽
古
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
古
武
道
で
あ
る
無む

外が
い

流
居
合
で

は
、形
の
稽
古
を
通
し
て
、体
の
動

き
や
刀
の
扱
い
方
を
学
び
ま
す
。誰

で
も
気
軽
に
参
加
可
能
で
す
。

▽▽
対
象　
健
康
増
進
や
体
力
づ
く

り
を
目
指
す
中
学
生
以
上

▽▽
練
習
の
と
き・と
こ
ろ　
毎
週
水�

曜・
金
曜
日
の
19
時
～
21
時
、生

駒
市
体
育
協
会
滝
寺
S
．Ｃ
．武

道
館

▽▽
申
込
み・問
合
せ　
随
時
、電
話�

で
日
本
居
合
道
連
盟
生
駒
支
部�

の
田
中
さ
ん（
☎
０
９
０・
９
０�

９
９・８
５
６
２
）

　支払金額の30%（プ
レミアム価格分）を上乗
せした電子チケットを購
入し、先払いで市内のお
店を応援する同キャンペーンのチケッ
ト利用期限は1月31日㈬までです。
▷�▷�注意事項
◇1日でも過ぎると使えません。
◇�店の閉店や休業、予約が取れないな
どの事情であっても、チケットの返
金・交換はできません。
▷�▷�問合せ　さきめしいこま＋

プレミアムキャンペーン
事務局（ 0120-979-36�
1、10：00～18：00）

さきめしいこま＋
プラス

\有効期限は1月31日㈬まで/

プレミアムキャンペーン2023

▲ 詳しくは 
こちら

生
駒
市
社
会
福
祉
協
議
会

専
任
手
話
通
訳
者
の
募
集

▽▽
対
象　
手
話
通
訳
士
か
手
話
通

訳
者
全
国
統
一
試
験
合
格
者
、

都
道
府
県
で
通
訳
者
と
し
て
登

録
し
て
い
る
人

▽▽
勤
務
形
態　
火
曜
～
土
曜
日
の

勤
務（
週
４
～
５
日
。シ
フ
ト
制

の
た
め
日
曜
日
、祝
日
の
勤
務

も
あ
り
）

▽▽
業
務
内
容　
手
話
通
訳
、手
話

通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣�

業
務
、手
話
講
座
、福
祉
セ
ン
タ�

ー
業
務
全
般

▽▽
勤
務
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

︱
︱
業
務
内
容
や
給
料
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ�

さ
い
。

▽▽
募
集
人
数　
1
人

▽▽
申
込
み・問
合
せ　
直
接
、同
セ

ン
タ
ー（
☎
73・０
７
０
０
）

▽▽
展
示
場
所　
①
た
け
ま
る
ホ
ー�

ル
正
面
展
示
ケ
ー
ス（
幅
２
９�

８
㎝
×
奥
行
98
㎝
×
高
さ
32
㎝
）�

②
生
駒
駅
け
い
は
ん
な
線
構
内

展
示
ケ
ー
ス（
幅
１
８
０
㎝
×

奥
行
40
㎝
×
高
さ
90
㎝
）③
た

け
ま
る
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
壁
面（
幅

約
８
０
０
㎝
）

　

︱
︱
実
際
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
認

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽▽
申
込
み・問
合
せ　
た
け
ま
る
ホ�

ー
ル
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
直
接
、同
ホ
ー

ル（
☎
75・０
１
０
１
）

　

︱
︱
申
込
み
は
い
ず
れ
も
９
時�

30
分
か
ら
で
す（
①
は
2
月
１
日�

㈭
、②
は
２
月
２
日
㈮
、③
は
２

月
３
日
㈯
か
ら
）。開
始
ま
で
に

複
数
団
体
が
来
て
い
た
場
合
、申�

込
順
を
決
め
る
抽
選
を
し
ま
す
。

放
送
大
学
の
学
生
を
募
集

　

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
福
祉・経
済・歴
史・情
報・心
理

学
な
ど
、約
３
０
０
分
野
を
学
べ

る
通
信
制
大
学
で
す
。全
国
に
学

習
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

▽▽
募
集
す
る
学
生　
満
15
歳
以
上

（
大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
履

修
生
だ
け
満
18
歳
以
上
で
大
学

入
学
資
格
の
あ
る
人
）

　
︱
︱
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽▽
申
込
み　
第
１
回
は
2
月
29
日

㈭
ま
で
、第
２
回
は
3
月
1
日

㈮
～
12
日
㈫
17
時
に
同
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▽▽
資
料
請
求・
問
合
せ　
同
大
学�

奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７�

４
２・20・７
８
７
０
）

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は

ば
た
き

▽▽
必
要
品　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、上

靴
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

▽▽
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日�

㈮
～
2
月
9
日
㈮
に
電
話
で
、�

ぐ
る
ー
ぷ
Ｅ
☆
Ｚ
の
國こ

く

分ぶ

さ
ん�

（
☎
０
９
０・６
５
５
４・２
１
４�

４
）

　
︱
︱
見
学
自
由
で
す
。詳
し
く
は�

同
連
盟
ホ
ー�

ム
ペ
ー
ジ
を
ご�

覧
く
だ
さ
い
。

▲ 詳しくは
こちら

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の

出
演
者
を
募
集

　
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト「J ジ

ョ
イ
ン

oin�u

ア
ス

s�M

ミ
ッ
ク
ス

ix�
D

ダ

ン

ス

ance�i

イ
ン

n�Ikom
a

」の
出
演
団
体�

を
募
集
し
ま
す

︱
︱
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽▽
対
象　
お
お
む
ね
小
学
生
～
青

年
層
で
構
成
さ
れ
、事
前
説
明

会（
開
催
日
の
2
週
間
前
を
予

定
）に
参
加
で
き
る
団
体

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

３
月
10
日
㈰

12
時
～
16
時（
時
間
は
参
加
団

体
数
で
前
後
）、た
け
ま
る
ホ
ー

ル
▽▽
定
員　
約
25
団
体（
抽
選
制
。１

団
体
２
～
50
人
、複
数
申
込
可
）

▽▽
費
用　
一
人
２
０
０
円

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
29
日�

㈪
ま
で
に
メ
ー
ル
に
団
体
名
、�

人
数
、代
表
者
の
住
所・
氏
名・�

電
話
番
号・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、�

ジ
ャ
ン
ル・曲
名・所
要
時
間（
10�

分
以
内
）を
書
い
て
、IKD

実
行�

委
員
会
の
寺
井
さ
ん（
☎
０
９�

０・６
９
７
０・６
３
０
９
、ikd�

ikom
a@
yahoo.co.jp

）

︱
︱
開
催
の
可
否
は
同
実
行
委
員

会
のI

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

公
開
講
座

「
精
神
疾
患
を
知
る
！
」

　
（
医
）い
こ
ま
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師
の
谷
田
遥は

る

香か

さ
ん
に
よ
る
講

演
で
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・
通
学
し
、精
神
疾
患
に
つ

い
て
学
び
た
い
人

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
7
日
㈬

15
時
～
16
時
30
分（
受
付
は
14

時
30
分
か
ら
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

▽▽
定
員　
40
人（
当
日
先
着
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
セ
ン�

タ
ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎�

73・
０
９
０
０
、
73・
０
９
０�

７
、電
話
は
11
時
～
18
時
）

精
神
障
が
い
者
と
家
族
の

無
料
相
談
会・仲
間
の
サ
ロ
ン

▽▽
対
象　
精
神
障
が
い
が
あ
る
人

や
家
族

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　
1
月
31
日
㈬
、�

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ら
ら

ポ
ー
ト

▽▽
問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
セ
ン�

タ
ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎�

73・
０
９
０
０
、
73・
０
９
０�

７
、電
話
は
11
時
～
18
時
）

■
精
神
障
が
い
者
と
家
族
の

　
無
料
相
談
会

　

困
り
ご
と
を
精
神
保
健
福
祉
士

が
聞
き
、利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
先
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▽▽
時
間　
13
時
30
分
～
16
時（
当

日
先
着
順
）

■
精
神
障
が
い
の
あ
る

　
仲
間
の
サ
ロ
ン「
ピ
ア
カ
フ
ェ
」

　

悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、う
れ
し

か
っ
た
体
験
な
ど
を
気
軽
に
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。本
市
の
研
修
を
修

了
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
話
を�

聞
き
ま
す
。

▽▽
時
間　
13
時
30
分
～
16
時

▽▽
定
員　
15
人（
当
日
先
着
順
）

▽▽
費
用　
２
０
０
円

　物価高騰の影響を受ける低所
得の子育て世帯に支給している
「低所得の子育て世帯に対する子
育て世帯生活支援特別給付金」。
期限が迫っていますので、申請で
きていない人は、ゆとりを持って申
請してください。
――複数回の受給や下記の両方は
受給できません。詳しくは市ホーム
ページを確認してください。

問こども総務課（内線2811）
■ひとり親世帯分
▷▷対象　所得が受給水準を超えて
いて令和5年3月の児童扶養手
当を受給されていないが、物価高
騰の影響で家計が急変し、令和5
年1月以降の所得が同手当水準
以下になった世帯など
■その他世帯分
▷▷対象　令和5年度住民税均等割
が非課税か課税であるが、物価
高騰の影響で家計が急変し、令
和5年1月以降の所得が非課税と
同様の事情が認められる人など

申請期限は2月29日㈭まで
子育て世帯
生活支援特別給付金

個別相談のとき・内容
とき 内容

2月6日㈫ ①13：00～14：00
②14：00～15：00
③15：00～16：00

管理栄養士による食事
のコントロールなど個
別栄養相談    20日㈫  

3月1日㈮ 13：30～15：00 健康運動指導士による
運動指導（少人数制）

糖
尿
病
個
別
相
談

（
栄
養・運
動
）を
始
め
ま
す

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
血
糖
値
が

高
め
の
人
と
家
族
で
糖
尿
病
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
人
、個
別
栄

養
相
談・
運
動
指
導
の
ど
ち
ら

も
参
加
で
き
る
人

▽▽
と
こ
ろ　
セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま

▽▽
定
員　
６
人（
申
込
順
）

▽▽
必
要
品　
筆
記
用
具

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日

㈮
か
ら
電
話
で
健
康
課（
☎
75・

１
０
０
２
）

い
こ
ま
い
い
街
に
ぎ
わ
い

フ
ェ
ス
タ

　
「
コ
コ
ロ
」の
健
康
を
考
え
る
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
。出
店
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
、あ
す
か
野
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
27
日
㈯

13
時
～
16
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
セ
ン�

タ
ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎�

73・
０
９
０
０
、
73・
０
９
０�

７
、電
話
は
11
時
～
18
時
）

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て・教
育

お
知
ら
せ

自
主
学
習

催
し・講
座

健
康・福
祉

募
集
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精
神
障
が
い
の
あ
る
人
を
支

え
る
家
族
の
た
め
の
勉
強
会

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
精
神
障
が

い
者
を
支
え
る
家
族

▽▽
と
き・内
容・と
こ
ろ　

◇�
1
月
17
日
㈬
…
精
神
疾
患
当
事

「
関
係
な
さ
そ
う
」は
危
険
で
す

慢
性
腎
臓
病
予
防
講
演
会

　
奈
良
県
立
医
科
大
学
で
地
域
医

療
学
講
座
を
担
当
す
る
医
師
の
赤

井
靖
宏
さ
ん
に
よ
る
講
演「
腎
臓

は
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
！
知
っ
て
、

守
っ
て
、元
気
に
長
生
き
」（
手
話

通
訳・要
約
筆
記
あ
り
）で
す
。

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

2
月
18
日
㈰

14
時
～
15
時
30
分
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル

▽▽
定
員　
３
０
０
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日�

㈮
か
ら
代
表
者
の
氏
名・
電
話�

番
号
、参
加
人
数
を
明
ら
か
に

し
て
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
講

演
会
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
電

話
、直
接
、健

康
課（
☎
75・

１
０
０
２
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
短
期
教
室

▽▽
対
象　
市
内
に
住
む
心
身
障
が

い
者（
国
が
指
定
す
る
難
病
を
含

む
）か
60
歳
以
上
の
人（
令
和
6

年
1
月
1
日
現
在
）

　

︱
︱
今
年
度
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
開
く
各
種
教
室
に
未
参
加
の

市税 コーナー
1月は固定資産税・都市計画税第4期分
国民健康保険税第7期分の納付月
～納期限は1月31日㈬です～

事業用資産を所有している人は
固定資産税（償却資産）の申告が必要です
　市内で工場や商店などを経営していたり、駐車場や
アパートを貸し付けたりしている個人や法人が、事業を
営むために所有する構築物・機械・器具などの償却資
産を所有する場合、固定資産税（償却資産）の申告が
必要です。同資産を所有する人は、令和6年1月1日現
在の所有状況を1月31日㈬までに申告してください。
――必要書類など申告に関することは市ホームページ
で確認してください。
▷�▷�提出方法　直接課税課窓口か、郵送か電子申告
（e

エルタックス
LTAX）

▷�▷�問合せ　同課（内線7149）

確定申告の社会保険料控除のために国民健康保険
税納付資料が必要な人は問い合わせてください
　昨年1～12月に納めた国民健康保険税は、確定申
告の社会保険料控除の対象です。国民健康保険税の
納税義務者は世帯主ですが、確定申告では実際に納
付した人が申告できます。領収証書や口座引き落とし
額・納税通知書などを参考に、申告書に記載してくだ
さい。年金と違い証明書類の添付は不要です。
　納付資料が必要な人は、国保医療課国保係に問い合
わせてください。1月下旬以降に交付可能（予定）です。
▷�▷�問合せ　国保医療課国保係（内線7461）
　�――後期高齢者医療保険料は、同課福祉医療係
（内線7471）に問い合わせてください。

 月
税目

1 2 3
2段目は納期限の日、口座振替納付の振替日
です。

固定資産税
都市計画税

4期

1/31㈬

国保税
（普通徴収）

7期 8期 9期

1/31㈬ 2/29㈭ 4/1㈪
市税の納付は安心、便利な口座振替納付をご利用ください。

人
を
優
先
し
ま
す
。

▽▽
と
こ
ろ　
同
セ
ン
タ
ー

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
17
日

㈬
ま
で
に
、は
が
き
か
電
話
、フ�

ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名・�

ふ
り
が
な
、生
年
月
日
、障
害
者

手
帳
の
有
無
と
種
類・
等
級
、難�

病
名
、電
話
番
号
、希
望
す
る
教�

室
名
を
明
ら
か
に
し
て
、同
セ�

ン
タ
ー（
〒
６
３
０
―０
２
２
１
、�

さ
つ
き
台
２
丁
目
６
―１
、☎
73・�

０
７
０
０
、
73・
０
２
９
４
、

fukusi-center@
kcn.jp

）

■
お
菓
子
教
室

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
パ
ウ�

ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

▽▽
と
き　
2
月
6
日
㈫
13
時
～
16

時
　
︱
︱
12
時
30
分
に
生
駒
駅
南
口

（
東
生
駒
駅
は
５
分
後
）発
の
無

料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▽▽
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▽▽
費
用　
８
０
０
円

■
ア
ロ
マ
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル�

教
室

　

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
入
れ
た
器
に

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
り
付

け
、お
花
の
置
物
を
作
り
ま
す
。

▽▽
と
き　
2
月
7
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時
30
分

　

︱
︱
12
時
30
分
と
13
時
に
生
駒

駅
南
口（
東
生
駒
駅
は
５
分
後
）

発
の
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▽▽
定
員　
10
人（
抽
選
制
）

▽▽
費
用　
１
５
０
０
円

者
を
支
え
る
家
族
の
体
験
談
や

支
援
機
関
紹
介
、意
見
交
換
会

◇�

1
月
24
日
㈬
…
当
事
者
の
体
験

談
と
意
見
交
換
会（
希
望
者
に
は

施
設
見
学
会
も
行
い
ま
す
）

︱
︱
い
ず
れ
も
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト
で
行
い
ま
す
。

▽▽
定
員　
各
15
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
12
日�

㈮
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、�

氏
名
、電
話
番
号
を
明
ら
か
に�

し
て
、地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ�

ー
コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま（
☎
73・

０
９
０
０
、
73・
０
９
０
７
、

電
話
は
11
時
～
18
時
）

▲ 申込みは 
こちら

一人2個作ります

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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お
済
み
で
す
か
？
が
ん
検
診

▽▽
問
合
せ　
健
康
課（
☎
75・
１
０�

０
２
）

■
令
和
５
年
度
が
ん
検
診
の
受
診

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

集
団
検
診
と
個
別
検
診
は
、受

診
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

︱
︱
予
約
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ�

さ
い
。集
団
検
診
は
受
付
が
終
了

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
個
別
の
が
ん
検
診
は
令
和
6
年

２
月
29
日
㈭
ま
で
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い

▽▽
受
診
方
法　
指
定
医
療
機
関
で

事
前
に
予
約
し
、「
令
和
5
年
度

　重症化予防を目的に、XBB.1.5ワクチンを
使用した「令和5年秋開始接種」を実施してい
ます。令和6年3月末まで自己負担なしで接種
できます。初回接種の場合は、3月末までに完
了できるよう接種間隔に注意してください。
▷▷�対象　生後6か月以上
▷▷�接種期間　3月31日㈰まで
▷▷�接種費用　無料（4月1日㈪以降は未定）
　�――4月以降は、原則65歳以上を対象にし
た年1回の定期接種（一部自己負担あり）が�
予定されています。詳細が決まり次第、市
ホームページなどで随時お知らせします。
▷▷�接種場所　市内クリニック、生駒市立病院
（集団接種は終了しました）
▷▷接種券の発行
◇�接種券が届いていないか紛失した場合は、
市ホームページで電子申請するかコールセ
ンターへ問い合わせてください。
　�――コールセンターは1月31日㈬で終了予
定です。
◇�「令和5年春開始接種」の接種券（水色）が
ある人は、それを使用してください。

問�生駒市新型コロナワクチンコールセンター
（ 0120-525-646、8：30～17：00、土曜・
日曜日、祝日は受け付けていません）

介
護
予
防
教
室�

お
口
の
健
康

　
「
お
口
の
健
康
」を
テ
ー
マ
に
、歯

科
衛
生
士
か
ら
ケ
ア
の
方
法
や
嚥え

ん

下げ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽▽
対
象　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や

家
族
、介
護
予
防
に
関
心
の
あ

る
人

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

1
月
26
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、図
書

会
館

▽▽
定
員　
20
人
程
度（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

電
話
で
東

生
駒
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
75・３
３
６
７
）

乳がん無料クーポン対象者
年齢 生年月日

41歳
昭和57年4月2日

～58年4月1日

子宮頸がん
無料クーポン対象者
年齢 生年月日

21歳
平成14年4月2日

～15年4月1日

高
齢
者
の
家
事
支
援�

訪
問
型�

サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事
者
研
修

　

身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
買
い
物

や
掃
除
な
ど
、家
事
支
援
の
仕
事

を
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。介
護
保

険
制
度
や
高
齢
者
の
特
徴
、生
活

援
助
な
ど
を
学
び
、研
修
後
は
勤
務

に
必
要
な
修
了
書
も
発
行
し
ま
す
。

▽▽
対
象　

市
内
に
住
む
人（
日
中

に
時
間
が
あ
る
人
や
退
職
後
何

か
に
取
り
組
み
た
い
人
も
歓
迎
）

▽▽
と
き・
と
こ
ろ　

２
月
17
日
㈯

９
時
～
17
時
、セ
イ
セ
イ
ビ
ル

▽▽
定
員　
20
人（
申
込
順
）

▽▽
費
用　
無
料

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　

１
月
９
日

㈫
～
２
月
９
日
㈮
に
、電
話
か

直
接
、生
駒
市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
75・０
２
３
４
）

生
駒
市
が
ん
検
診
受
診
券
」を

持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽▽
注
意　
大
腸
が
ん
検
診
は
２
回

分
の
便
を
２
月
29
日
㈭
ま
で
に

医
療
機
関
に
提
出
で
き
る
よ
う

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の�

有
効
期
限
は
２
月
29
日
㈭
ま
で

　

対
象
者
に
は
乳
が
ん
、子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
、

赤
色
の
封
筒
で
令
和
５
年
4
月
に

郵
送
し
て
い
ま
す（
右
表
参
照
）。

▽▽
必
要
品　
各
種
無
料
ク
ー
ポ
ン�

券
、令
和
5
年
度
生
駒
市
が
ん
検�

診
受
診
券

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

　

事
件・
事
故
な
ど
、緊
急
の
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、た
め
ら
わ
ず
に

「
１
１
０
番
」に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。生
活
の
安
全
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
な
ど
は
、警
察
相
談
専
用
電

話「
＃
９
１
１
０
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽▽
問
合
せ　
生
駒
警
察
署（
☎
74・

０
１
１
０
）

あ
な
た
の
一
票
で
決
ま
る

「
市
民
推
薦
」職
員
表
彰

　

本
市
で
は
、功
績
が
あ
り
、他
の

職
員
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
職
員

や
部
署
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。職
場

や
地
域
で
活
躍
す
る
職
員
の
取
組

か
ら
、一
つ
を
選
ん
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。多
く
の
票
を
得
た
取
組
を

市
民
推
薦
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

▽▽
投
票
期
間・
場
所　
1
月
19
日

㈮
～
2
月
1
日
㈭
、8
時
30
分

～
17
時
15
分
、市
役
所
1
階（
閉

庁
日
は
除
く
）

　

︱
︱
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

投
票
で
き
ま
す
。

■
職
員
表
彰
式
の
参
加
者
を
募
集

▽▽��

と
き・
と
こ
ろ　

２
月
22
日
㈭

9
時
～
10
時
、市
役
所
４
階
大

会
議
室

▽▽
定
員　
20
人（
申
込
順
）

▽▽
申
込
み・
問
合
せ　
1
月
19
日�

㈮
～
2
月
1
日
㈭
に
電
話
か
メ�

ー
ル
で
住
所
、氏
名
を
明
ら
か
に�

し
て
、人
事
課（
内
線
４
２
６
1
、�

jinji@
city.ikom

a.lg.jp

）

新型コロナワクチンの
無料接種は3月31日㈰まで

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

自
主
学
習

催
し・講
座

お
知
ら
せ

健
康・福
祉
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とき 1　班 2　班
1日 ㈭

傍示
小平尾町、東山町

2日 ㈮ 小平尾町
3日 ㈯

庄田
小瀬町

5日 ㈪ 萩の台、萩原町
6日 ㈫ 大北、庄田 萩原町

7日 ㈬ 大北 大門町、
萩原町、藤尾町

8日 ㈭ 大北、久保 鬼取町、大門町

9日 ㈮ 久保 鬼取町、
菜畑町、西畑町

10日 ㈯ 久保、宮方 有里町、
菜畑町、西畑町

13日 ㈫
宮方 有里町

14日 ㈬
15日 ㈭ 上町、芝 有里町、壱分町
16日 ㈮ 芝 壱分町

17日 ㈯ 北田原町、
鹿畑町 西菜畑町

19日 ㈪ 北田原町、
南田原町

中菜畑2丁目、
東生駒1丁目、
東菜畑1・2丁目

20日 ㈫ 南田原町
軽井沢町、
新旭ケ丘、
西旭ケ丘、
東旭ケ丘

21日 ㈬ 南田原町、
小明町、松美台

辻町、
西旭ケ丘、山崎町

22日 ㈭ 桜ケ丘、俵口町 谷田町、
辻町、山崎町

24日 ㈯ 俵口町、
東松ケ丘

谷田町、
辻町、本町、

元町1・2丁目

26日 ㈪ 西松ケ丘、
東松ケ丘

谷田町、
仲之町、東新町

27日 ㈫
喜里が丘、
西松ケ丘、

門前町
北新町、門前町、

山崎新町

28日 ㈬
門前町 北新町、門前町

29日 ㈭

◇ 12月くみ取り分手数料の口座引き落とし日
は1月31日㈬です。

◇ 浄化槽のくみ取り予定表ではありません。7：00
から順次くみ取ります（人数変更や新規開始・
中止時は要申請）。

 問環境保全課(内線2362)
2月のし尿くみ取り予定表

意
見
を
募
集
し
ま
す

▽▽
閲
覧・
募
集
期
間　
1
月
25
日

㈭
ま
で

▽▽
閲
覧
場
所　
市
役
所
の
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
や
主
な
公
共
施
設

▽▽
意
見
の
提
出
方
法　
意
見
を
提

出
で
き
る
人
や
提
出
方
法
は
、配

布
書
類
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽▽
そ
の
他　

意
見
の
内
容
は
、住

所・
氏
名
な
ど
を
除
き
公
表
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。な
お
、個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

�

︱
︱
第
1
期
生
駒
市
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略（
案
）

と
生
駒
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）

は
、第
6
次
生
駒
市
総
合
計
画

第
2
期
基
本
計
画（
案
）に
集
約

し
、一
体
化
し

た
計
画
と
し
て

推
進
し
ま
す
。

■���

第
6
次
生
駒
市
総
合
計
画

　
第
2
期
基
本
計
画（
案
）

　

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
総
合
計
画
の
第
2
期
基
本

計
画
の
案
を
総
合
計
画
審
議
会
で

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、国
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
を
策
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、第
2
期
生
駒
市
ま

ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
第
1
期
生
駒
市
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
総
合
戦
略
に
改
定
。第

2
期
基
本
計
画（
案
）の
戦
略
的
施

策
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

▽▽
問
合
せ　
企
画
政
策
課（
内
線

４
１
６
０
）

■
生
駒
市
行
政
改
革
大
綱
の

　
見
直
し（
案
）

　

財
政
状
況
や
生
活
様
式
の
変
化

な
ど
に
対
応
し
、よ
り
効
果
的
に
行

政
改
革
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、行

政
改
革
推
進
委
員
会
で
見
直
し
案

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

重
要
土
地
等
調
査
法
に

基
づ
く
区
域
を
指
定

　

市
内
の
一
部
区
域
が「
注
視
区

域
」に
指
定
さ
れ
ま
す
。施
行
後
は
、

区
域
内
の
土
地・
建
物
で
防
衛
関

係
施
設
な
ど
の
機
能
を
阻
害
す
る

行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
内
閣

府
が
調
査
し
ま
す
。

︱
︱
区
域
図
な
ど
詳
し
く
は
、内
閣

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▽▽
注
視
区
域　
生
駒
無
線
中
継
所

（
生
駒
山
上
北
部
）を
中
心
と
し

た
周
囲
お
お
む
ね
１
０
０
０
ｍ

の
区
域

▲ 詳しくは 
こちら

▲ 詳しくは 
こちら

行
政
功
労
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

長
年
に
わ
た
り
、農
業
委
員
会

の
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
し
て
農
業
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
、行

政
功
労
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

◇
中
本
眞ま

さ
と人
さ
ん

◇
染
岡
政
明
さ
ん

◇
西
口
ま
ゆ
り
さ
ん

◇
山
本
利と

し

昭あ
き
さ
ん

◇
山
田
義
美
さ
ん

◇
池
田
憲の

り
お央
さ
ん

◇
北
村
由よ

し
こ子
さ
ん

小紫市長と受賞者の皆さん

◇
中
谷
佳か

づ

よ
津
代
さ
ん

◇
平
尾
正ま

さ

隆た
か
さ
ん

◇
北
本
光み

つ

美よ
し
さ
ん

◇
中
尾
正ま

さ
と人
さ
ん

◇
井
山
茂
さ
ん

◇
髙
枝
敏と

し

治は
る
さ
ん

▽▽
問
合
せ　
秘
書
課（
内
線
４
０�

６
１
）

▽▽
問
合
せ　
内
閣
府
重
要
土
地
等�

調
査
法
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０・
０
０
１・
１
２
５
、

平
日
９
時
30
分
～
17
時
30
分
）

▽▽
問
合
せ　
行
政
経
営
課（
内
線

４
３
１
０
）

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 祝 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 祝 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

　展示時間などを記載した展示予定は、市役所、たけまるホール、図
書会館、コミュニティセンターなどの生涯学習施設で配布しています。
▷▷休館日　月曜日（祝日を除く）、年末年始　
▷▷開館時間　9：00～19：00（展示は17：00まで）19：00（展示は17：00まで）

Art�Hall�Miraku

芸術会館 美
み

楽
ら

来
く

展示予定

松嶋千年とゆかいな仲間

四国八十八ヶ所 札所の光景四国八十八ヶ所 札所の光景

第28回 全日本写真連盟生駒支部写真展 第2回 再開 美追会作品展第2回 再開 美追会作品展

第11回 こもれび展第11回 こもれび展
（生徒作品展）（生徒作品展）

奈良盆栽会
第2回盆栽展

第16回 やまと写真仲間展 第13回
生駒市
華道協会
いけばな展

第30回
フ ォ ト
生 駒 写
真展

第32回「光と影のパフォーマンス」写真展第32回「光と影のパフォーマンス」写真展

春名芙蓉
癒やしの陶器・写真展2024

第31回 奈良県高校生
アートグランプリ

第32回 日本画水墨画 新春展第32回 日本画水墨画 新春展

新春洋らん展示会

第32回 
生 駒 ア 
ートフレ 
ン ズ サ 
ー ク ル
写真展

問芸術会館美楽来（☎74-1101）

1月

生
駒
市
Lラ
イ

ン

I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
情
報
配
信
中

　
本
市
の
最
新
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
、

災
害
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
手
軽

に
入
手
で
き
る
市
L
I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
。ぜ

ひ
友
だ
ち
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽▽
便
利
な
ポ
イ
ン
ト

◇
欲
し
い
情
報
が
受
け
取
れ
る
…�

「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」「
健
康・
福

祉
」「
子
育
て・
教
育
」な
ど
の
10

項
目
か
ら
選
択
す
る
こ
と
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
新

着
情
報
の
う
ち
、知
り
た
い
情
報

だ
け
を
受
信
で
き
ま
す（
要
受
信

設
定
。重
要
な
お
知
ら
せ
な
ど
は

全
員
に
配
信
）。

◇
緊
急
情
報
を
見
逃
さ
な
い
…
緊

急
性
の
高
い
災
害
に
関
す
る
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
。避

難
所
一
覧
や
気
象
情
報
、避
難

情
報・
被
害
情
報
な
ど
の
防
災

情
報
も
随
時
確
認
で
き
ま
す
。 ▲ 登録は

こちら

ご
み
分
別
促
進
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」

　

ご
み
の
出
し
忘
れ
の
防
止
や
分

別
方
法
の
確
認
な
ど
が
で
き
て
便

利
で
す（
市
Lラ
イ

ン

I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。利

用
無
料・別
途
通
信
費
は
必
要
）。

▽▽
主
な
機
能　

◇�「
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」の

確
認

◇�

収
集
日
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お

知
ら
せ（
ア
ラ
ー
ム
機
能
）

◇�

ご
み
ご
と
に
捨
て
方
を
確
認「
ご

み
分
別
辞
典
」な
ど

▽▽
問
合
せ　
環
境
保
全
課（
内
線

２
３
６
０
）

同アカウントのイメージ画面

広
報
い
こ
ま「
い
こ
ま
ち
」

12
月
号
の
訂
正

　

広
報
い
こ
ま「
い
こ
ま
ち
」12
月

号
の
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
年
末

年
始
市
の
公
共
施
設
休
業
日
程
な

ど
」の
日
程
と
27
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」の
受
賞
者
の
写
真
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

▽▽
問
合
せ　
広
報
広
聴
課（
内
線

４
２
１
０
）

■
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Iイ
ス

タ

S
T
A
は
ば
た
き
、鹿
ノ
台
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
、図
書
会
館
、南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ

ら
ぎ（
い
ず
れ
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
を
含
む
）

◇
誤
…
12
月
28
日
㈭
～
1
月
3
日

㈬
◇
正
…
12
月
28
日
㈭
～
1
月
4
日

㈭
■
井
出
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
Tタ
ッA

Cク

き
ら
め
き

◇
誤
…
12
月
29
日
㈮
～
1
月
3
日

㈬
◇
正
…
12
月
29
日
㈮
～
1
月
4
日

㈭
■
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
写
真

　
掲
載
し
た
2
枚
の
う
ち
、左
の
写

真
は
昨
年
度「
生
駒
市
安
全・
安
心

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
」を
受
賞

し
た
皆
さ
ん
の
写
真
で
、今
回
掲
載

不
要
で
し
た
。

　

今
年
度
の「
生
駒
市
防
犯
協
議

会
会
長
表
彰
」と「
生
駒
市
安
全・

安
心
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
」の

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、い
っ
し
ょ
に

右
の
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
身
近
な
行
政
手
続
き
を
手
軽
に

調
べ
ら
れ
る
…
ご
み
分
別
情
報

や
、保
育
や
介
護
な
ど
に
関
す
る

電
子
申
請
な
ど
が
、簡
単
に
確

認
で
き
ま
す
。

▽▽
問
合
せ　
広
報
広
聴
課（
内
線

４
２
１
１
）

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

健
康・福
祉

自
主
学
習

催
し・講
座

お
知
ら
せ
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確
定
申
告

確
定
申
告
はは

��
期
限
内

期
限
内
にに

ネ
ッ
ト・ス
マ
ホ
の
活
用
で
便
利
に

ネ
ッ
ト・ス
マ
ホ
の
活
用
で
便
利
に

▽▽
申
告
期
間　
２
月
16
日
㈮
～
３

月
15
日
㈮

◇
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
２

月
16
日
㈮
か
ら
開
設
し
ま
す（
土

曜・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）。

◇
２
月
25
日
㈰
は
相
談・
申
告
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

◇
相
談
の
受
付
は
8
時
30
分
～
16

時
に
行
い
ま
す
が
、混
雑
緩
和
の

た
め
、会
場
で
配
付
す
る「
入
場

整
理
券
」が
必
要
で
す（
配
付
状

況
に
応
じ
て
早
め
に
受
付
を
終

了
す
る
場
合
あ
り
）。

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行（
Ｌラ

イ
Ｉ
Ｎ

Ｅン

）で
来
場
希
望
日
時
を
事
前
に

登
録
す
れ
ば
、

入
場
整
理
券

は
不
要
で
す
。

◇
還
付
申
告
は
２
月
16
日
㈮
以
前�

も
、ｅイ

ー‐
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
な
ど
で
提
出
で

き
ま
す
。

▽▽
必
要
品　
筆
記
用
具
、計
算
機
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
持
っ
て

い
る
人
だ
け
）

▽▽
申
告
の
と
こ
ろ・
問
合
せ　

奈

良
税
務
署（
奈
良
市
登
大
路
町
、

☎
０
７
４
２・26・１
２
０
１
）

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
作
成・提
出
は　

�

よ
り
便
利
に
な
っ
た
ス
マ
ー
ト�

フ
ォ
ン・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、所

得
税
な
ど
の
申
告
書
を
作
成
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す

る
と
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
出
で
き
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利
用

す
る
と
、一
部
必
要
書
類
の
デ
ー
タ�

を
申
告
書
の
該
当�

項
目
に
自
動
入
力�

で
き
ま
す
。

︱
︱
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取

対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
IC
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

◇�

税
務
署
で
は
、内
部
事
務
効
率

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、郵
送
で
申
告
書
を
送
付
す

る
場
合
は
、「
大
阪
国
税
局
業

務
セ
ン
タ
ー
阪
神
分
室（
奈
良

税
務
署
担
当
）」（
〒
６
６
１
―

８
５
２
４
、兵
庫
県
尼
崎
市
若

王
寺
3
丁
目
11
―46
）に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇�

所
得
税
や
消
費
税
の
確
定
申
告�

に
関
す
る
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト�

ボ
ッ
ト
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い�

（
消
費
税
は
2�

月
上
旬
ス
タ�

ー
ト
）。

確
定
申
告
の
注
意
事
項

■
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以
外�

に
も
所
得
が
あ
る
人
（
確
定
申�

告
を
す
る
人
）

◇
不
動
産
や
配
当
な
ど
給
与
以
外�

の
所
得
に
係
る
市・
県
民
税
を�

自
分
で
納
付
し
た
い
場
合
は
、

確
定
申
告
書
第
二
表
の
徴
収
方

法
は「
自
分
で
納
付
」を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。未
選
択
は
、給
与
か

ら
の
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

◇
令
和
6
年
４
月
１
日
時
点
で

65
歳
以
上
の
人
の
年
金
所
得
の

市・
県
民
税
は
、給
与
か
ら
の
特

別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

◇
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、そ
の
年

の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得（
給
与
、営
業
、

不
動
産
、配
当
な
ど
）が
20
万
円

以
下
の
場
合
は
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
場
合
を
除
き
、確
定
申

告
は
不
要
で
す
。

◇
確
定
申
告
を
し
な
い
場
合
で
も
、

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
と
き
や

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
と

き
は
、市・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

︱
︱
確
定
申
告
を
し
た
と
き
は
、

市・県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
控
除
）

を
行
っ
た
人

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
適
用
に

関
す
る
申
請
書
を
提
出
し
て
も
、控

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

▲利用は
　こちら

▲詳しくは
こちら

除
を
受
け
る
な
ど
で
確
定
申
告
す

る
場
合
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
全
て
の
金
額
を
寄
附
金
控
除
の

計
算
に
含
め
て
申
告
が
必
要
で
す
。

そ
の
場
合
は
、確
定
申
告
書
第
二

表
の「
住
民
税・
事
業
税
に
関
す
る

事
項
」の
寄
附
額
の
欄
に
も
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間
内
で
あ
れ
ば
市
役
所
へ
の�

提
出
も
受
け
付
け
ま
す

　
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮
の

平
日
に
、作
成
済
み
の
申
告
書
を

市
役
所
課
税
課
に
持
参
す
る
と
、

税
務
署
へ
取
り
次
ぎ
ま
す（
混
雑
緩

和
の
た
め
、で
き
る
だ
け
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
）。

︱
︱
書
き
方
な
ど
の
相
談
は
受
け

付
け
ま
せ
ん（
税
務
署
と
市
役
所
の

受
付
印
は
押
印
不
可
）。

▷▷�とき・ところ　2月2日㈮～9日㈮の
9：30～16：00（開館は9：00、土曜・
日曜日を除く）、奈良県立図書情報館

（奈良市大安寺西）
▷▷�注意
◇ 相談受付の終了時刻は15：00です（2

月9日㈮は14：00）。
◇ 午前中は混雑します。状況により早め

に受付を終了することがあります。
◇ 駐車場（約300台）は、1時間まで無

料、以降1時間ごとに100円です。
◇ 土地・建物・株式などを売却した所得
（上場株式などに係る譲渡損失の繰越
控除を含む）や相続税、贈与税に関す
る相談は行いません。
▷�▷�問合せ　奈良税務署（☎0742-26-

1201）

税務署以外の
確定申告の相談会場

相談無料
申込不要

生駒市役所　☎0743-74-1111 74-9100
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市
・
県
民
税

市
・
県
民
税
のの

�

申
告
は

申
告
は
市
役
所

市
役
所
へへ

　
「
申
告
が
必
要
な
人
」に
該
当
す

る
人
は
、必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、所
得
証
明
書
な
ど
を
取

得
す
る
と
き
に
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽▽
申
告
の
と
き　
２
月
16
日
㈮
～�

３
月
15
日
㈮（
閉
庁
日
を
除
く
）、�

８
時
30
分
～
17
時
15
分

▽▽
申
告
の
と
こ
ろ・
問
合
せ　

課

税
課（
市
役
所
１
階
13
番
窓
口
、

内
線
７
１
２
０
）

　

︱
︱
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感�

染
症
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
と�

混
雑
緩
和
の
た
め
、郵
送
で
の
提�

出
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
〒�

６
３
０
―０
２
８
８
、同
課
）。

申
告
が
必
要
な
人

■
令
和
6
年
１
月
１
日
現
在
、本

市
に
住
み
、次
の
①
～
⑤
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
5
年
中
に
営
業・
農
業・
そ

の
他
事
業・
不
動
産・
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る

人
◇
給
与
以
外
に
不
動
産
の
貸
付
、

報
酬
、配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人

　

︱
︱
所
得
税
で
は
、給
与
所
得

者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万

円
以
下
の
人
は
確
定
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市・
県
民

税
は
申
告
が
必
要
で
す
。

◇
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
人

③
控
除
対
象
配
偶
者・扶
養・事
業

専
従
者
に
な
っ
て
い
な
い
人

　

︱
︱
本
市
に
住
ん
で
い
な
い
人

の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

④
令
和
5
年
中
の
所
得
が
公
的
年

金
だ
け
で
、社
会
保
険
料
な
ど
の

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

⑤
令
和
5
年
中
に
収
入
が
な
く
、マ�

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住
基
カ�

ー
ド
で
所
得
証
明
書
を
発
行
す

る
人

■
令
和
6
年
１
月
１
日
現
在
、本

市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、市
内
に

事
業
所
か
家
屋
敷
の
あ
る
人

次
の
人
は
申
告
不
要
で
す

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
令
和
5
年
中
に
収
入
が
な
く
、市�

内
に
住
ん
で
い
る
親
族
の
扶
養

に
な
っ
て
い
る
人

③
令
和
5
年
中
の
収
入
が
給
与
収

入
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
生
駒
市

役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人

④
公
的
年
金
だ
け
の
収
入
で
、天

引
き
さ
れ
て
い
る
以
外
の
社
会

保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
を
受

け
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

◇
給
与・年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
個
人�

番
号
通
知
と
本
人
確
認
書
類（
運�

転
免
許
証
な
ど
、郵
送
の
場
合

は
写
し
）

◇
令
和
5
年
中
の
医
療
費
明
細
書・�

国
民
年
金・生
命
保
険
料・地
震

保
険
料・
寄
附
金
な
ど
の
控
除

を
証
明
す
る
書
類

◇
令
和
5
年
中
の
国
民
健
康
保
険・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険・
介
護

保
険
の
支
払
額
が
分
か
る
書
類

◇
給
与・
公
的
年
金
受
給
者
以
外

の
人
は
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
分
か
る
書
類

◇
申
告
書

市・県
民
税
の
申
告
書
は�

自
宅
で
も
作
成
で
き
ま
す

　

市・
県
民
税
の
申
告
書
は
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

◇�

前
年
中
の
実
績
に
基
づ
い
て
、例

年
１
月
下
旬
に
送
付
す
る
申
告

書
に
記
入
す
る

◇�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書

を
作
成
す
る（
電
子
メ
ー
ル
で

は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
の

上
限
目
安
額
の
試
算
も
で
き
る

の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

︱
︱
申
告
が
必
要
な
人
で
、い
ず
れ

の
方
法
で
も
申
告
書
を
作
れ
な
い

場
合
は
、課
税
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

令和6年度
市民税・県民税の主な改正内容

�◇�森林環境税が創設されました

◇�上場株式などに関する
　配当所得などの課税方式を統一
　上場株式などの配当所得等や譲渡所得等
の課税方式は、これまで所得税と異なる課
税方式を選べました。しかし令和6年度市・
県民税からは、所得税の課税方式と合わせ
ることになり、選択できなくなります。

◇�国外に住む親族の扶養親族に関する
扶養控除が見直しに

　扶養控除の対象となる、国外居住親族の
要件が厳格化されます。原則、30歳以上70
歳未満の人は除外されることになりました

（留学中や障がいのある人など、例外あり）。

所得証明書の自動交付
利用者も申告が必要です

市ホームページでは作成途中
の申告書を保存できます

ス
ポ
ー
ツ

募
集

子
育
て・教
育

健
康・福
祉

自
主
学
習

催
し・講
座

お
知
ら
せ



家族の中に発熱、下痢、嘔吐、発
はっしん

疹などの症状があれば参加を控えてください。
感染症や社会情勢によっては、締切後、定員を見直す場合があります。

ひろばひろば

子育てひろば・健診・講習会

各ひろばの申込締切日までに市ホームページの申込フォームから各ひろばの申込締切日までに市ホームページの申込フォームから申込み申込み
子育子育てて支援総合支援総合センターセンター((☎0743-☎0743-73-5582）73-5582）問合せ問合せ

もこもこサロン
・��対象　市内に住む7～12か月頃の乳児と保護者
・�とき・ところ　2月13日㈫13：30～15：00、同センター
・定員　15組（抽選制）
・�申込締切日　1月28日㈰

 子育てサロン
保護者同士で自由に話せます。子育て相談や体重測定
もできます（もぐもぐサロンは、離乳食相談もあり）。

えほんのひろば
図書館司書による絵本の読み聞かせや手遊びなどが楽
しめます。新たな絵本に出会えるチャンスです。
・�対象　市内に住む3歳までの子どもと保護者
・�とき・ところ　2月7日㈬10：00～10：45、同センター
・�定員　15組（抽選制）
・�申込締切日　1月21日㈰

ぴよぴよサロン
・�対象　市内に住む0～4か月頃の乳児と保護者
・�とき・ところ　2月21日㈬13：30～15：00、同センター
・�定員　15組（抽選制）
・�申込締切日　2月4日㈰
もぐもぐサロン
・�対象　市内に住む5～8か月頃の乳児と保護者
・�とき・ところ　2月28日㈬13：30～15：00、同センター
・�定員　15組（抽選制）
・�申込締切日　2月12日㈷

親と子のあそび
親子で楽しめる、ふれあいあそびや製作あそびを通して、
子どもの心と身体の発達を促します。
ぱんだ
・�対象　市内に住む令和2年4月2日～令和3年4月1日に生
まれた子どもと保護者（3歳児以上の未就園児も参加可）
・�とき・ところ　3月5日㈫10：00～11：00、コミュニティセ
ンター
・�定員　20組（抽選制。生後4か月から対象児のきょうだい
の託児あり、要申込）
・�申込締切日　2月12日㈷
うさぎ
・�対象　市内に住む令和3年4月2日～令和4年4月1日に生
まれた子どもと保護者

・�とき・ところ　2月20日㈫10：00～11：00、同センター
・�定員　15組（抽選制、生後4か月から対象児のきょうだい
の託児あり、要申込）
・�申込締切日　1月28日㈰

申込み申込み 各ひろばの申込締切日までに市ホームページの申込フォームから各ひろばの申込締切日までに市ホームページの申込フォームから
問合せ問合せ 子育子育てて支援総合支援総合センターセンター((☎☎73-5582）73-5582）まなび

親子の絆
きずな

づくりプログラム 
「赤ちゃんがきた！」
初めて子育てをする母親のための仲間づくりや親子の
絆づくり、少し先を見通した育児の知識を参加者同士
で学び合うプログラムです。
・�対象　市内に住む令和5年9月1日～11月30日生まれの

4回シリーズ
子どもと母親
・�とき・ところ　2月19日㈪・26日㈪、3月4日㈪・11日㈪、
13：30～15：30、同センター
・�定員　16組（抽選制、最少催行5組）
・�費用　無料（初回に別途テキスト代1,100円が必要）
・�申込締切日　1月28日㈰

サンデーひろば
園庭や室内で遊具や、おもちゃを使って自由に遊べま
す。保健師に子育て相談もで
きます。
・�対象　市内に住む就学前の子
ども（幼稚園・保育園・こども園
に通う園児も参加可）と保護者
・�とき・ところ　2月4日㈰9：30
～11：30、中保育園
　�――当日の問合せは同園（☎
74-5570）です。
・�定員　なし（安全のため入場制
限する場合があります）

 パパひろば
父親同士で交流し、子どもとの遊び方も学びます。
・�対象　市内に住む0～2歳児の子ども一人と父親
・�とき・ところ　2月25日㈰10：00～11：30、同センター
・定員　15組（抽選制）
・�申込締切日　2月7日㈬
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・�対象　市内に住む令和5年10月～令和6年1月に生まれた
乳児と母親（直接、授乳状況を確認することがありますの
で、参加は母親に限定しています）
・とき　2月29日㈭10：00～11：30
・�必要品　母子健康手帳、バスタオル、おむつや着替えなど
・定員　5組（申込順）
・�申込み・問合せ　2月15日㈭10：00から電話で同課マタ
ニティコンシェルジュ（☎75-1175）

 ママとベビーのおっぱい相談会
助産師による授乳相談・体重測定・交流会など（マッサ 
ージなどの直接的な手技は行いません）

・�対象　市内に住む令和5年3・4月に生まれた乳児と保護者
・�とき　2月27日㈫9：00～10：00（要申込）
・�必要品　母子健康手帳、バスタオル

10か月児すくすく子育て相談
身体計測、育児・栄養相談、手遊びの紹介（全て希望制）

・�対象　市内に住む令和3年1・2月に生まれた幼児と保護者
・�とき　2月22日㈭9：00～10：00（要申込）
・�必要品　母子健康手帳
・�注意　虫歯になりやすい年齢です。必ず受診しましょう。

3歳児歯科健康診査・子育て相談
歯科医師による歯科健診、育児・歯科・栄養・発達相談
（歯科健診以外は希望制）

・�対象　市内に住む生後4・5か月頃の乳児（原則、第一子）の
保護者

・�とき　2月9日㈮9：45～12：00
・�必要品　母子健康手帳、エプロン、三角巾、タオル、筆記用
具、食器用布巾
・定員　16組（申込順）
・費用　300円
・�申込み　1月12日㈮から電話で同課
　�――託児が必要な人は申込時に伝えてください。

はじめての離乳食講習会
離乳食の講義・調理実習・試食

健診・相談・講習会 子育て相談の申込みは市ホームページの申込子育て相談の申込みは市ホームページの申込
フォームからフォームから

申込み申込み
セラビーいこまセラビーいこまところところ 健康課（☎75-2255）健康課（☎75-2255）問合せ問合せ

ひな飾りを作ろう。
・対象　市内に住む就学前の乳幼児と保護者
・とき・ところ　2月8日㈭10:00～11:00、いちぶちどり保
育園

・定員　3～5組（申込順）
・費用　無料
・申込み・問合せ　1月25日㈭10:00から電話かファクスで子
どもの氏名・年齢、電話・ファクス番号を明らかにして、同園
（☎76-2400、 76-2401）

「ちどりであそぼ」の子育て講座

あそびあそび
おでかけてくてく
ふれあい遊びと簡単な製作をしましょう。
・対象　市内に住む令和2年4月2日～令和3年4
月1日に生まれた子どもと保護者

・とき・ところ　1月26日㈮10：00～11：30、地
域子育て支援センターてくてく

・定員　6組（申込順）
・申込み・問合せ　1月19日㈮10：00から、申込フォームか
ら、同センター（☎74-3999）

　――初めての人を優先します。

▲�申込みは
　こちら

・�対象　市内に住む令和3年7～9月に生まれた幼児と保護
者
・�とき　2月16日㈮9：00～10：00（要申込）
・�必要品　母子健康手帳

2歳6か月児歯の相談・子育て相談
身体計測、育児・歯科・栄養・発達相談（全て希望制）

季節の歌や身体を使った遊び、手遊び、絵本の読み聞か
せなど、室内で親子で遊べます。
・対象　市内に住む０歳～就園前の子どもと保護者
・ところ・定員・とき
◇南コミュニティセンターせせらぎ（8組）…2月2日㈮
◇北コミュニティセンターI

イ ス タ

STAはばたき（12組）…2月8日
㈭・22日㈭

◇子育て支援総合センター（15組）…2月13日㈫・27日㈫
――時間はいずれも10:00～11:00です（受付は9:30か
ら）。
・費用　無料（当日先着順）
・問合せ　子育て支援グループ・かるがもの会（☎75-211�
1、第3金曜日・祝日を除く月曜～土曜日の10：00～15：
00）

かるがものおへや
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ようこそ図書館へLibrary
Information

　那
な
須
す
塩
しお
原
ばら
にある小さなパン屋が開発した、長期保存でき

非常食にもなるパンの缶詰。開発のきっかけは阪神・淡路
大震災のとき、被災地に届けたパンが傷んでしまったこと
でした。缶詰は日本を飛び出し、世界の飢餓地域や被災地
にも届けられるプロジェクトへと成長。その過程を詳しく紹
介しています。

菅
すが

聖
せい

子
こ

／著
ウェッジ

小さなパン屋が
社会を変える
世界にはばたくパンの缶詰

　結婚相談所で働く亜紀は、顧客からの嫌がらせに苦しめ
られます。一方、亜紀の息子・小太郎が通う小学校では、同じ
クラスの女子児童が失踪する事件が起こっていました。事件
の後にクラスの担任となった長谷川は事件の調査に乗り出
します。彼らの周辺で次々に起こる不可解な出来事が糸の
ように絡み合い、最後には背筋も凍る展開が待っています。

染井為
ため
人
ひと
／著

KADOKAWA

黒い糸

司書おすすめの本／居い川がわ菜な 都つ 美み（生駒駅前図書室）特集 �「感じる缶C
キ ャ ン

AN」

◇図書館本館�☎0743-75-5000
◇�北分館（北コミュニティセンターI

イ ス タ

STAはばたき内）☎71-3332
◇�南分館（南コミュニティセンターせせらぎ内）☎77-0005

◇生駒駅前図書室�☎73-7611
◇鹿ノ台図書室�☎78-9973

図書館のホームページはこちら▶

親子で英語えほんの会
　英語のわらべうたや手遊び、絵本の読
み聞かせなどをします。語り手は関西ラ
ンゲージセンター代表の堀坂明日香さん
です。
▷�▷�とき・ところ　1月28日㈰10：30～11：15、生駒駅前

図書室
▷�▷�定員　10人（抽選制）
▷�▷�申込み　1月23日㈫までに市ホームページの申込フ 

ォームからか直接、生駒駅前図書室

みんなのおはなし会＆節分のかんたん工作
　おはなし会を楽しんだ後、節分の鬼のお面と豆入れを
作ります。
▷�▷�対象　市内に住む人（未就学児は要保護者同伴）
▷�▷��とき・ところ　1月27日㈯10：30～11：30、鹿ノ台ふ

れあいホール
▷�▷�定員　30人（抽選制）
▷�▷��申込み　1月18日㈭まで

に市ホームページの申込
フォームからか直接、市内
5図書館・室
▷�▷��問合せ　鹿ノ台ふれあい

ホール図書室

問合せ（市内図書館・室）

みなみんパペットシアター
　市内の人形劇サークルによる人形劇。演目は「あひる
のたまご」他です。
▷�▷�とき・ところ　2月25日㈰11：00～11：40、南コミュ

ニティセンターせせらぎ
▷�▷�定員　150人（申込順）
▷�▷�申込み　1月20日㈯から市ホー

ムページの申込フォームから
▷�▷�問合せ　図書館南分館

第9回ビブリオバトル全国大会inいこま�予選会
　お気に入りの一冊を5分で紹介し、観戦者が一番読みた
いと思った本に投票する知的書評合戦「ビブリオバトル」。
3月10日㈰開催の全国大会に向け予選会を開催します。
■生駒予選会の発表者・観戦者を募集！
▷�▷�とき・ところ　2月10日㈯14：30から、図書会館
▷�▷�定員　発表者6人、観戦者50人程度
▷�▷�申込み　発表者・観戦者ともに生駒ビブ

リオ倶楽部ホームページからか電話、直
接、市内5図書館・室
■オンライン予選会をY

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで観戦しよう！
▷�▷�とき　2月3日㈯の10：00から・14：30か

ら、4日㈰の10：00から・14：30から
▷�▷�申込み　同倶楽部ホームページから

福は内、　鬼は外！

申込み

申込み
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PHOTO�NEWS まちのアルバム

花や緑に触れて、自然を感じる一日
　花のまちづくりセンターふろーらむで、「花・緑まちづくり
フェスタ」を開催しました。竹とんぼ作りや丸太切りなどの
体験コーナーやワークショップ、園芸市など、さまざまな関
わり方で自然に親しむ来園者の皆さん。竹こっぽりコーナー
に参加した吉澤稔

みのり

さんは「竹を切るのはたいへんでした。自
分だけの作品ができてうれしい」と、笑顔で話していました。

11
月
19
日
㈰

食品パッケージから世界を知る
　俵口小学校6年生が、NPO法人インターナショクナルの
佐久間文恵さんたちから、世界の暮らしや文化を学ぶ授業
を受けました。クイズ形式で日常の中にある異文化について
学んだ後は、世界各国の食品パッケージを使って、「ピクト
グラム（マーク）」探しに挑戦。授業を通して、「食」の視点か
ら多様性や思いやりに触れる機会になりました。

11
月
13
日
㈪

歩いて・見て・感じて、街なみを考える
　門前町の参道から生駒駅南口周辺までを歩き、専門家の
話を聞いて街なみについて考えるイベントを開きました。参
加したのは小学生や70歳以上を含む22人。「昔の歴史を感
じる」「見下ろしたときの景観が良い」など、それぞれの視点
で、魅力を発見していました。今回のイベントをきっかけに、
このエリアの景観形成に取り組んでいきます。

11
月
23
日
㈷

奈良県中から集まった力作がずらり
　芸術会館美

み

楽
ら

来
く

で第51回奈良県障害者作品展が開催
されました。会場を彩るのは、水彩や陶芸、手芸、書道など、
色とりどりのアート作品の数々。（福）かざぐるまに通うメン
バー10人で、さをり織りの合同作品「チーム虹」を作った二
宮理恵さんと池端晃一さんは、作品を見て「うれしい」と笑
顔でした。

11
月
30
日
㈭

最

寄りの停留

所

冬の風物詩を、高山竹林園で
　傘を広げたように竹を組み合わ
せた「竹の寒

かん

干
ぼ

し」は、この時期にし
か見られない生駒の風物詩です。市
外から移り住んだ20年ほど前に初

めて見たときは、稲の天
てん

日
ぴ

干
ぼ

しだと思いました（笑）
寒風にさらされ、日光に当たった竹は、約1か月で白
色に変わります。これが茶

ちゃ

筌
せん

の材料になると知った
ときは、感動しました。高山竹林園では3月初旬ま
で見られる予定です。ぜひ訪れてみてください。
奈良交通㈱�北大和営業所�指導運転者�植田義和�さん

路線バスで行ける、市内のおすすめスポットを紹介
します。ぜひ足を運んでください。
問事業計画課（☎0743-74-1111、内線2521）

バ ス で ぶま らち

バスについては奈良交通�
お客様サービスセンター
（☎0742-20-3100）に
問い合わせてください。

バ
ス

停
から歩いて

約
5分

上
かみおぎた

大北

県道7号県道7号

バ
ス
停
バ
ス
停

高山高山
竹林園竹林園

高山高山
八幡宮八幡宮
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インド出身。環境微生物学を
学んでいます。絵を描くこと
や絵本を読むのが趣味。あん
こが大好きです。

アルドラさん

紹介してくれたのは…

Rediscover IKOMA
「奈良先端大（N

ナ イ ス ト
AIST）」の留学生が、生駒の

魅力的な場所やイベントなどを留学生目線
で紹介します。
問人権施策課（☎74-1111、内線3270）

～生駒再発見～

「2023いこま国際F
フ レ ン ド シ ッ プ

riendshipフェスタ」に参
加しました。韓国や日本の楽器演奏が楽しめ、
最後は留学生が和太鼓を体験できる時間も。
他にも、浴衣体験や外国の
食にふれられる企画がたく
さんありました。インドに
興味がある人と話すことも
できるなど、地域の皆さん
や他の学生と交流する機
会になりよかったです。

A�great�chance�to�meet
new�people�and�cultures
/�新たな人や文化に出会える機会

Q旅行予約サイトで3か月先の宿泊を予約し、クレジットカードで
決済した後に、宿泊日を間違えて入力したことに気づいた。急い

でキャンセルの手続きをしたが、キャンセル料として宿泊費の100％
がかかることが分かった。3か月も先の予約なのに納得できない。払わ
ないといけないのだろうか。（30歳代、女性）

A旅行予約サイトは手軽に予約できる反面、契約の条件（キャンセ
ル、変更など）や予約内容（宿泊日、利用人数、宿泊プランなど）、

利用規約など、予約を確定する前に消費者自身がじゅうぶんに確認し
なければ思いがけないトラブルに遭う可能性があります。キャンセルを
すると、予約サイト上に掲示された宿泊施設が別途定めるキャンセル
料を支払うものとされ、宿泊日が数か月先であっても返金されない場
合もあります。
　また、日本語表示のサイトでも海外の業者が運営していることも多
く、トラブルになったときに、日本語で対応されるとは限らず、日本の
法律などに基づいた交渉が難しい場合があります。利用する前に、運営
するのは日本の業者か海外の業者か必ず確認してください。海外の業
者であれば、カスタマー対応窓口の情報（電話・メールなどの連絡方法
や日本語で問い合わせができるか、窓口開設時間など）も併せて確認
しておきましょう。

ネットでの宿泊予約でトラブルに！ 
キャンセル条件などを確認しましょう

消費生活 暮らしのQ&A

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く
消費生活センター（☎0743-73-0550）へ
月曜～金曜日の9：00～16：30（祝日は除く）
出前講座も実施しています。詳しくは問い合わせてください。

広報担当者が見つけた「生駒の冬」

壱分町を線路沿いに歩くと、
開けた風景に出会います。晴
れた日の散歩にぜひ。

のどかな風景を眺めながら

往
いこま
馬大社は絵馬発祥の地と言

われています。馬の形の絵馬
で、願掛けをしてはいかが。

絵馬に願いを

宝山寺付近から見る朝日がき
れいで、おすすめ。初日の出を
見に来る人も多いですよ。

山中からの朝の絶景

歓
かん
喜
ぎ
乃
の
湯
ゆ
�足湯で、全身がぽか

ぽかに。生駒の山並みを眺め
ながらリラックスできます。

足湯で冷え性対策

問広報広聴課（内線4211）
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山中には陽が差し込み、冬で
も暖かい。道草農園の活動は
I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramで発信し
ています。

石尾さんが開墾し、
整備し続ける五反原の里

小
平
尾
町
に
あ
る
農
地・
五ご

反た
ん

原ば
ら
の

里
で
毎
月
2
回
、多
様
な
人
が
集

う「
学
校
」が
開
か
れ
て
い
る
。大
人
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル「
道
草
農
園
」だ
。山
の
新

鮮
な
空
気
を
吸
い
、汗
を
流
し
て
取
り
組

む
農
作
業
。収
穫
し
た
野
菜
で
作
っ
た
み

そ
汁
を
お
か
ず
に
、み
ん
な
で
ご
飯
を
食

べ
る
と
、体
は
く
た
び
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
、ど
こ
か
心
地
良
さ
を
感
じ
る
。

　
「
多
様
な
人
が
特
別
な
目
的
を
持
た
ず

に
、ゆ
る
く
、の
ん
び
り
と
関
わ
り
合
う
居

場
所
を
創
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。農
を

通
じ
て
、生
き
て
い
る
実
感
を
取
り
戻
し

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

教
員
を
し
て
い
た
20
代
の
と
き
、偶

然
手
に
し
た
一
冊
の
本
。畑
を
耕

さ
ず
、肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い「
自
然

農
」の
考
え
方
を
知
る
。植
物
や
虫
の
種

類
が
多
い
畑
ほ
ど
豊
か
だ
と
い
う
思
想

は
、教
育
に
も
通
じ
る
と
思
っ
た
。

　
「
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、も
っ
と
豊
か
な

世
界
に
な
る
は
ず
。そ
う
し
た
居
場
所
を

創
る
た
め
に
は
、『
自
然
農
』に
ヒ
ン
ト
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

教
員
を
辞
め
、長
野
県
の
農
業
大
学

校
に
入
学
。朝
か
ら
夕
方
ま
で
農
作
業
に

明
け
暮
れ
た
。卒
業
後
は
、障
が
い
者
支

援
施
設
で
農
作
業
し
た
り
、農
業
大
学

校
で
農
業
体
験
を
手
伝
っ
た
り
、さ
ま
ざ

ま
な
土
地
で
農
業
に
関
わ
り
続
け
る
。実

家
の
あ
る
生
駒
で
何
か
を
始
め
よ
う
と
考

え
出
し
た
の
は
、教
員
を
辞
め
て
か
ら
約

10
年
が
経
っ
た
と
き
だ
っ
た
。

平
成
29
年
、人
と
の
出
会
い
に
恵
ま

れ
、（
一
社
）和に

こ

草ぐ
さ

の
設
立
に
関

わ
っ
た
。フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
個
人
塾
の

運
営
な
ど
に
携
わ
り
、子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
や
り

方
、そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
成
長
し
て
い

く
支
え
に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
自
然
に
任
せ
れ
ば
自
ら
豊
か
に

な
っ
て
い
く『
自
然
農
』の
考
え
方
そ
の
も

の
。10
年
の
長
い
道
草
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、自
分
な
り
の
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を

見
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
」

　

子
ど
も
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
る

よ
う
に
、大
人
に
も
そ
う
い
う
居
場
所

が
あ
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。そ
ん

な
疑
問
が「
道
草
農
園
」を
思
い
つ
い
た

き
っ
か
け
だ
。

　
「
年
齢
や
立
場
を
超
え
て
、さ
ま
ざ
ま

な
人
が
対
等
に
集
え
る
場
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。い
つ
か
収
穫
し
た
野
菜
を
皆

さ
ん
に
販
売
で
き
た
ら
楽
し
い
で
す
ね
」

vol.116街 人 探 訪

石
尾 

修
一 

さ
ん

Ishio Shuuichi

長
い
道
草
を
し
て
見
つ
け
た
、

「
自
然
農
」と
い
う
生
き
方

（一社）和草副代表理事。長野県で数学教師をした後、農家に転身。4月から大人の
フリースクール「道草農園」をスタート。奈良市出身、本市在住。52歳。

Pick
Up

Instagramはこちら▶
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杉山優
ゆう

さん

生駒市立病院のお仕事図鑑
医療現場を支える、さまざまな職種を紹介します。

　診療放射線技師の仕事は、放射線を利用した検
査・治療をすることです。健康診断でなじみのあるレ
ントゲン検査や体内の断面図を撮影するCT検査、マ
ンモグラフィと呼ばれる乳房X線検査など、さまざま
な検査を担当しています。
　チーム医療の中では、身体の病気を最初に発見す
る役割だと考えています。検査のときに身体の向きを
変えたり、深呼吸してもらったりするのは、診断に必
要な画像を鮮明に撮影するためです。安全・正確に検
査することはもちろんですが、できるだけ早く終え、
皆さんに負担が掛からないよう努めています。

診療放射線技師
問同院（☎72-1111）

　さまざまなシーンで活躍している人や地域情報を随時
募集しています。ぜひ情報を提供してください。

問広報広聴課（内線4211）読者の声
広報いこま「いこまち」11月号への広報いこま「いこまち」11月号への

アンケート回答者の中から、抽選で5名様に図書カード500円分をプレゼント
しています。 アンケートモニター登録はこちら▶

決算関連の記事を中心に読みましたが、
知らなかったことも多く、参考になりまし
た。（60歳代、男性）

実質収支が黒字に終わり良かったと思い
ます。無駄を削減し、より黒字化を進めて
ほしいです。（50歳代、男性）

文字ばかりで読む気にならないので、もっ
と写真などを入れてほしいです。（70歳
代、男性）

広報広聴課は全ての記事で、文章量を含め内容
を精査しています。ご意見を受け、一層見やす
さ・読みやすさを意識した編集を心がけます。

寒さが厳しい時季にな
りました。今年もよろし
くお願いします。昔は夏
が1番だと思っていまし
たが、今は断然、冬派。季
節のイベントが盛りだく
さんだったり、鼻が少し
ツーンとする寒い空気が
心地よかったり、冬の魅
力を実感します。(堀)

あけましておめでとうご
ざいます。笑顔写真を集
めたページなどを担当。
企画段階は集まるか不安
でしたが、すてきな写真
がたくさん集まりました。
制作中は笑顔がうつり常
にニヤニヤ。今年が皆さ
んにとって、笑顔あふれる
年になりますように。（泉）

街人探訪の取材で、五
ごた ん
反

原
ばら
の里へ。暖かな陽光の
下、鳥のさえずりを聞き
ながら、静かな山中で石
尾さんにインタビューし
ました。さまざまな経験
が今につながる話を聞い
て、人生で無駄なことは
何一つないんだと、勇気
をもらいました。(髙）

特集担当でいろんなまち
の伝統を取材しに行きま
した。初めて知ったもの
が多く、本気の「へぇ～」
「すごい」を何回言ったか
分かりません。地元の伝
統を守り、残したいとい
う皆さんの気持ちが感じ
られ、心があったかくな
る取材でした。（紀）

今月の

編集後記

突然ですが、市L
ラ イ ン
INE公式

アカウントの便利な機能
を一部ご紹介。「災害メ
ニュー」タブでは、河川の
水位を確認できるページ
や避難情報発令状況へ
のリンク、現在地の近く
の避難所検索など、平常
時も災害時も使える機能
が揃っています。（古）

「ちちががいい」を知ろう・楽しもう

問障がい福祉課（☎0743-74-1111、内線7260）

　自分の「当たり前」は、誰かにとっては「当たり前」ではないかも…。
そんなさまざまな「ちがい」を写真や動画で楽しく知るコーナーです。

点字ブロックは、たいせつな道しるべ
　1965年、岡山市で世界初の「点字ブロッ
ク（視覚障害者用誘導ブロック）」が誕生。視
覚に障がいのある人の道しるべとして、全国
に広まっていきました。
　視覚に障がいのある人は、点字ブロックの
形状や位置を頼りに歩きます。点字ブロック
の上に自転車などの障害物を置くことや立
ち止まることなどは安全な通行を妨げ、危険
です。安全な歩行のために協力をお願いしま
す。

Y
ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeで
手話の動きを
確認！

プチ手話講座�
「あけましておめでとうございます」
①�人差し指を伸ばした両手の手首を内側に向け、
「一」が平行に並ぶようにします（「正月」の手話）
②�両手指先をすぼめた手を上に上げながらパッと
開きます（「おめでとう」の手話）
　�――頭も下げると、より丁寧な表現になります。
① ②
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今年も笑顔いっぱいの1年になりますように

とびっきりの「笑顔写真」が集まりました
特別特別
企画企画

　市L
ラ イ ン
INE公式アカウント（詳細は27ページ参照）を活用し、写真・抱負を募集しました。今後も市からのたいせつな情

報や、お得な情報などを配信します。ぜひ友だち追加してください（問広報広聴課（☎0743-74-1111、内線4211））。
――レイアウト上、調整・抜粋して掲載しています。ご了承ください。

笑顔満開笑顔満開

家族みんなが楽しく幸せになりますように家族みんなが楽しく幸せになりますように 子どもとの時間をたいせつにしたい！子どもとの時間をたいせつにしたい！

元気で仲良く過ごして欲しい！元気で仲良く過ごして欲しい！

1日1日感謝を忘れずに、ありがとうを伝えて過ごしたい1日1日感謝を忘れずに、ありがとうを伝えて過ごしたい

笑った数だけ福が来る笑った数だけ福が来る

明るく、元気に、前向きに明るく、元気に、前向きに




